
奈良学園大学大学院 看護学研究科看護学専攻 教育課程科目表（2020年度）2020.5.28 

○

印 

↓ 

区分 科 目 名 
科目 

責任者 

単 

位 

数 

配 当 

年 次 

時間数 〇…CNS選択科目 
●…CNS必修科目
★…研究科必修科目
☆…研究科選択科目

CNS 

区分 

01 基
盤
科
目

国際医療特論 守本 2 1前 15 30 ★ 必修 

02 国際看護特論 守本 2 1後 15 30 ☆ 

03 ヘルスプロモーション特論 辻下 2 1後 15 30 ☆ 

04 看護倫理特論 守本 2 1前 15 30 ○ ★ 必修 共Ａ 

05 コンサルテーション論 川野 2 1・2前 15 30 ○ ☆ CNS 

2科目 

4単位以上 

選択 

共Ａ 

06 看護理論特論 守本 2 1後 15 30 ○ ☆ 共Ａ 

07 看護教育学特論 山口 2 1後 15 30 ○ ☆ 共Ａ 

08 看護管理学特論 小林 2 1後 15 30 ○ ☆ 共Ａ 

09 臨床薬理学 五味田 2 1・2後 15 30 ● ☆ 

CNS必修 

共Ｂ 

10 病態生理学 五味田 2 1・2前 15 30 ● ☆ 共Ｂ 

11 フィジカルアセスメント 松浦 2 1・2前 15 30 ● ☆ 共Ｂ 

12 看護研究特論 吉村 2 1前 15 30 ○ ★ 必修 共Ａ 

13 専
門
科
目 

在
宅
看
護
学
分
野 

在宅看護学特論Ⅰ（在宅看護学） 守本 2 1前 15 30 ☆ 

14 在宅看護学特論Ⅱ（慢性期） 守本 2 1前 15 30 ☆ 

15 在宅看護学特論Ⅲ（回復支援） 辻下 2 1後 15 30 ☆ 

16 在宅看護学特論Ⅳ（地域包括支援） 守本 2 1後 15 30 ☆ 

17 在宅看護学特論演習 守本 2 2前 15 30 ☆ 

18 育
成
看
護
学
分
野 

育成看護学特論Ⅰ(発達支援) 山口 2 1前 15 30 ☆ 

19 育成看護学特論Ⅱ(次世代育成支援) 服部 2 1前 15 30 ☆ 

20 育成看護学特論Ⅲ（ﾘﾌﾟﾛﾀﾞｸﾃｨﾌﾞﾍﾙｽ・ｹｱ） 服部 2 1後 15 30 ☆ 

21 育成看護学特論Ⅳ(家族支援) 服部 2 1後 15 30 ☆ 

22 育成看護学特論演習 服部 2 2前 15 30 ☆ 

23 精
神
看
護
学
分
野 

精神看護学特論Ⅰ（歴史・法制度） 川野 2 1前 15 30 ● ☆ CNS必修 

 

Ｃ
Ｎ
Ｓ
精
神
看
護
専
攻
教
育
課
程 

24 精神看護学特論Ⅱ（精神・身体状態の評価） 川野 2 1前 15 30 ● ☆ CNS必修 

25 精神看護学特論Ⅲ（精神科治療技法） 川野 2 1前 15 30 ● ☆ CNS必修 

26 精神看護学特論Ⅳ（精神看護理論、援助技法） 川野 2 1後 15 30 ● ☆ CNS必修 

27 地域移行支援精神看護学特論 川野 2 1後 15 30 ○ ☆ CNS1科目 

2単位選択 28 急性期精神看護学特論 川野 2 1後 15 30 ○ ☆ 

29 精神看護学演習Ⅰ（精神科治療技法） 川野 2 1前 15 30 ● ☆ CNS必修 

30 精神看護学演習Ⅱ（精神看護理論、援助技法） 川野 2 1後 15 30 ● ☆ CNS必修 

31 精神看護学実習 アセスメント 川野 2 1前 45 90 ● ☆ CNS必修 

32 精神看護専門看護師役割実習 川野 2 1後 45 90 ● ☆ CNS必修 

33 直接ケア実習 川野 4 １後-2前 45 180 ● ☆ CNS必修 

34 上級直接ケア実習 川野 2 2通 45 90 ● ☆ CNS必修 

35 研
究

科
目 

特別研究 守本 8 1-2通 15 120  ☆ 修士選必 

36 課題研究 川野 4 2通 15 60 ☆ CNS選必 

計 ― ― ― ― ― 38 44 

基盤科目から必修6単位を含み10単位以上、専門科目から3つの分野のうち1つの分野を主たる分野として演習2単位を含む8単位

以上及び他の分野から4単位以上の計12単位以上、研究科目から特別研究8単位を加え、合計30単位以上を修得し、修士論文の審査

及び最終試験に合格すること。ただし、精神看護学分野の急性期精神看護学特論と地域移行支援精神看護学特論、実習科目は除く。 

ＣＮＳを履修するコースにおいては、基盤科目16単位以上（国際医療特論、看護倫理特論、看護研究特論、臨床薬理学、病態生理学、

フィジカルアセスメント12単位必修、コンサルテーション論、看護理論特論、看護教育学特論、看護管理学特論から4単位以上）、専

門分野24単位以上（特論4科目8単位、演習2科目4単位、実習4科目10単位はそれぞれ必修、急性期精神看護学特論又は地域移行

支援看護学特論からいずれか1科目2単位選択）、研究科目から課題研究4単位を加え、合計44単位以上を修得し、課題研究の成果の

審査及び最終試験に合格すること。 
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科目名 国際医療特論 

当教  守本と 、  

ス ― 学期 前期 学年 1年 

・時  ―  ― 態 
 

（ 部演習） 

単位区分 必修 単位数 単位 

の  
国際性を育むた に、 国の医療・看護の在 を学び、ケアを ている にと て必
ケア・サー ス・制度を国際 から学 。

の目  
1.ケア・サー スを る の から 国の医療・看護の実際を えること る。
2. ロー ル 、ケア・サー スの む医療・看護を えること る。

育成する  国の医療制度 看護の課題を学び、看護 医療を に える教育 を修得する。 

計  

１ 医療・看護の国際  
( ) 

 国にお る医療制度と看護の実際
(守本) 

 国にお る、ケア・サー スを る の に た医療制度と看護の れてい
ることと課題 (守本) 

 国にお る医療制度と看護の実際
( ) 

 国にお る、ケア・サー スを る に に た医療制度と看護の れていることと
課題                                                ( ) 

 国にお る医療制度と看護の実際 
 ( ) 

 国にお る、ケア・サー スを る の に た医療制度と看護の れていることと
課題                                               ( ) 

 ーテ サの からみる ン の医療制度と看護の実際
( ) 

 ーテ サの からみる ン にお る、ケア・サー スを る の に た医療
制度と看護の れていることと課題                               ( )

10 国の医療制度と看護の実際の   
( ) 

11 国のケア・サー スを る の に た医療制度と看護の れていることと課題の
                                        ( ) 

12 任者の から える 国の医療制度と看護 
( ) 

13 にお る ・医療・ ・看護の実際 
  ( ) 

14 にお るケア・サー スの の からみた ・医療・ ・看護の実際 
 ( ) 

15 ケア・サー スを る からみた医療・看護の課題と しい
 ( ) 

テ スト
・ 国際医療論、 本 技師  

習・復習に
ついての  の ・医療・ ・看護に する 文 ・文 を る。 

の  、 論、プ ンテーション、 ストス ーカー 

評価の 法（
評価の配

と評価の
） 

課題 ート(80 )、プ ンテーション(20 ) 

その他 
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02 

科目名 国際看護特論 

当教  守本と 、  

ス ― 学期 後期 学年 １年 

・時  ―  ― 態 
 

（ 部演習） 

単位区分 選択 単位数 単位 

 
の  

 

国際医療特論の学習を え、国 の看護の 状と 課題を理 し、国際 に看護 を す
るた に必 と技 を学 。文 医療制度お び 制度 から生 た 題につ
いて、国 の文 を通して の る 題を選択し、 法を する 法を学 。 

 
の目  

 

１ ロー ル 課題に して、看護の から を る。 
る文 を つ の看護実 の を 体 に る。 

 
育成する  
 

国 の看護の 状 課題について理 し、国際 に看護 る と、国際

を て看護 題の 法を する を育成する。 

 
 
 
 
 
 
 計  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 

ンテーション 
ロー ーションの看護に及 す                    

（守本・ ） 

 国際 の役割                         
(守本) 

 
 

発 上国の看護の 状と課題 
                          （守本・ ） 

 
 

国の看護の 状と課題                           
( ) 

 
 

国の の 状と課題  
                                          ( ) 

 
 

国の と看護教育 
                            (守本) 

 国の終 期ケアの 状と課題                                
( ) 

 国にお るコ ティケアの実際と課題                        
( ) 

 
 

国の 者 にお る看護 
                     ( ) 

10 
 

ケアの国際  
         ( ) 

11 
 

の医療 く・ 国 看護師との  
                                  ( ) 

12 
 

文 看護の理  
文 を通して の る 課題に する 法を する 

           （守本・ ） 

13 
 

文 看護の理  
文 を通して の る 課題に する 法を する 

（守本・ ） 
14 
 

文 看護の理  
文 を通して の る 課題に する 法を する 

      （守本・ ） 
15 
 

文 看護の理  
プ ンテーション・ と  

     （守本・ ） 
テ スト 
  ・  

国際 医療学 本国際 医療学 林  
これからの国際看護学―国 を えた看護実 のた に― 守本と ールプ ス  
 

習・復習に
ついての  

の ・医療・ ・看護に する文 を る。  
 

の  ・ 論・学生に るプ ンテーション 

評価の 法（
評価の配

と評価の
） 

課題 ート(80 )、プ ンテーション(20 ) 

その他  
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科目名 ヘルスプロモーション特論 

当教  辻下守 、  

ス ― 学期 後期 学年 １年 

・時  ―  ― 態  

単位区分 選択 単位数 単位 

 
の  

 

ヘルスプロモーションの 、歴史、 について した上 、生 習 病 メ シン
ロー を し 生 を するた の （ 、 、 と を する ）に
ついて学習する。 ジス ンスト ー ン 、 ン ア ンスト ー ン の 果に する理論
と実 法を 者の特 を えて学習し、年 ・性別・ 状態 体 ルに た く

の 法 の 成について 体 に理 する。 た、それらを地域 において の うに
するか、 の 法 含 て学習する。 

 
の目  

 

1.ヘルスプロモーションの 、歴史、 について理 する。 
2. 代 と 題、 と フス ルについて理 する。 
3.身体 と についての基 理論を学習する。 
4.看護師として 者に た プロ の 成 る。 

 
育成する  
 

度 看護を する上 必 と るヘルスプロモーションの基盤 る体 と 生理学理論そし
て行 理論を る を育成する。 

 
 
 
 
 
 
 計  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 

ンス、 代の 題とヘルスプロモーション 
                （辻下・ ） 

 ヘルスプロモーションの と歴史 
                             （ ） 

 
 

ヘルスプロモーションの 法                            
（ ） 

 
 

ヘルスプロモーション計 の と 論       
                  （ ） 

 
 

神 、 格 と         
           （辻下） 

 
 

、 と                    
              （辻下） 

 分 、 ル ー代 と                 
               （辻下） 

 性の身体特性と身体                          
 （辻下） 

 
 

体 の と評価                 
                    （辻下） 

10 
 

ー ン ア プと ー ン ンの実際             
           （辻下） 

11 
 

ジス ンスト ー ン の実際  
               （辻下） 

12 
 

ン ア ンスト ー ン の実際           
                 （辻下） 

13 
 

ト ー ン 実 上の                   
              （辻下） 

14 
 

習 成のた の行               
                 （辻下） 

15 
 

地域 く とヘルスプロモーション    
                        （ ） 

テ スト 
  ・  

辻下守 ・他 テーションのた の行 分 門 医 薬  
ーン他 、神 実  ヘルスプロモーション 医学 院 

 

習・復習に
ついての  

れたテ ストを するとと に、 回の に した 基本 を理 す
ること。 
 

の  テ スト、配 、 を いた  

評価の 法（
評価の配

と評価の
） 

試験（80 ） ート課題（20 ）  

その他 
 

 

令和2年度　奈良学園大学大学院　看護学研究科シラバス　―　4
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科目名 看護倫理特論 

当教  守本と 、服部 、 、𠮷村 世、 川 、村 、 奈 、上野  

ス ― 学期 前期 学年 １年 

・時  ―  ― 態 
 

（ 部演習） 

単位区分 必修 単位数 単位 

 
の  

 

看護倫理を理 するうえ 基盤と る生 倫理を ースに看護倫理の歴史 を する。その上
看護 し行 していくと に と る 倫理の 、倫理に する理論の理 を  
、臨床 看護 直 する倫理 題に、 く 、 する 、 する 、 す

る を う。 た、看護実 の 験を とに、看護倫理の つ 味を く 究し、 倫理
の の 法論について 究し、倫理 を行うた に必 と技 を修得する。 

 
の目  

 

1.看護にお る生 倫理の歴史 を理 する。 
2.看護実 にお る倫理 課題を理 する。 
3. 論を通して倫理 題に する倫理 のプロセスを理 する。 
4. 度実 看護師として倫理 性を かにし、看護 にお る倫理 題・ について

者間 することを学 。 

 
育成する  
 

に看護倫理の つ 味を し、看護 直 する倫理 題に く 、 する 、 ージメ

ントする を修得し、 倫理 題を する を育成する。 

 
 
 
 
 
 
 計  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 

生 倫理・医療倫理の と歴史  
看護倫理の                                   （ 川） 

 看護倫理 
看護 の倫理 課題に く 、 する 、 する 、 する  

                      （守本） 

 
 

ト ンフ ー ケアの  
ト の 、ト ンフ ー ケアの               （ ） 

 
 

ト ンフ ー ケアと ト ンフ ー ケア 
分 する ・部 、そして 分 身の に るト ンフ ー ケアと ト

ンフ ー ケアについて する。倫理 性を かにし、臨床 にお る
倫理 題・ について 者間 することを学 。          （ ） 

 ー ルケアと看護倫理 
ー ルケア の家族を含 た医療者とコンセンサスを得ていくプロセスの  

（上野） 

 
 

生 医療・ の  
最 の生 医療の 状を理 し、生 医療の にお る課題に 、 にと ての
のかを医師、本 、家族、法 者との間 題を にする          （服部） 

 
 

と ンフ ー コンセント 
治療の選択 を生 と生 の の から 者、家族の を 分に配 して医療者と
の間 者、家族 していくプロセスを する                        （ ） 

 者 、 者の と  
を含む 者の か れる状 の 期発 と を する    （𠮷村） 

 者・ 者と  
在宅にお る医療者の 護とケアを る とその家族の に 、 を 

する                                                 （守本） 

10 Ⅰ 医療 にお る倫理 ジ ン の 状と 法についての 論 
倫理 題・ を 者間 する。 
倫理 性を う。                            （村 ） 

11 

12 Ⅰ 発表                                                      （村 ） 

13 Ⅱ 医療 にお る倫理 ジ ン の 状と 法についての 論 
倫理 題・ を 者間 する。 
倫理 性を う。                                 （ ） 

14 

15 Ⅱ 発表                                                 （ ） 

テ スト 
  ・  

看護倫理 小  2015.1  

看護倫理の  、川合  修 医療 を える  2011.11 看護  

習・復習に
ついての  

（ 前学習） ・ れる倫理 題について ートを 成する。 
（ 後学習） ・演習を通して、 身の倫理 の うに したかを と る。 

の  （ 部演習） 

評価の 法（
評価の配

と評価の
） 

ート(80 )、プ ンテーション（20 ） 

その他  
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科目名 コンサルテ―ション論 

当教  川野  

ス ― 学期 前期 学年 １・ 年 

・時  ―  ― 態 
 

（ 部演習） 

単位区分 選択 単位数 単位 

 
の  

 

看護 を含むケア 者に して必 コンサルテーションの と技 を教 する。コンサルテー
ションの 、目 、 を教 し、コンサルティの ー を理 し、 ているコンサルテーショ
ンを するのに必 コンサルテ―ションのモ ル、役割と技 を教 する。 

 
の目  

 

コンサルテーションの 、目 、 を理 しコンサルテーションに必 技 を実 したコンサ
ルテーションのスー ー を て る。 
1.コンサルテーションの 、目 、 を理 する。 
2.コンサルテーションの技 を理 する。 
3.カプ ンのコンサルテーションの4つのモ ルを理 する。 
4. トと トのコンサルテーションの8つの役割を理 する。 
5.実 したコンサルテーションのスー ー ジョンを て、 分の みと課題を理 する。 

 
育成する  
 

 
ジメント に コンサルテーションの と技 の修得 

 

 
 
 
 
 
 
 計  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 

コンサルテーションの 、目 、  
コンサルテーション・ ン・教育・スー ー ジョン・直接ケアの  

 コンサルテーションの技法 
題の特 とアセスメントに必 技  

を特 する技  
題 に必 数の選択 を する技  

を実行に移 る うに支援する技  

 
 

コンサルテ―ションのモ ルの理  
カプ ン4つのモ ル( 者 のコンサルテーション) 
体験 の  

 
 

コンサルテ―ションのモ ルの理  
カプ ンのコンサルテーションの4つのモ ル(コンサルティ の のコンサルテーション) 
体験 の    

 
 

コンサルテ―ションのモ ルの理  
カプ ンのコンサルテーションの4つのモ ル(管理 のコンサルテーション) 
体験 の  

 
 

コンサルテ―ションのモ ルの理  
カプ ンのコンサルテーションの4つのモ ル(コンサルティ の管理のコンサルテーション) 
体験 の  

 トと トのコンサルテーションの8つの役割 
  S     S の役割 

実 した を学習した8つの役割のうちの4つに 当するか する。 

 トと トのコンサルテーションの8つの役割 
        C   

の役割 
実 した を学習した8つの役割のうちの4つに 当するか する。 

 コンサルテーションの実際 学生 コンサルテーションを 分のフィール 実 する。 

10 学生 実 したコンサルテーションのプ ンテーションをし、学生間 をし、教師 スー
ー ジョンを行う。カプ ンの4つのモ ルと トと トの8つの役割 する。 

11 学生 実 したコンサルテーションのプ ンテーションをし、学生間 をし、教師 スー
ー ジョンを行う。カプ ンの4つのモ ルと トと トの8つの役割 する。 

12 プ ンテーション・スー ー ジョン  
したプ ンテーションのロールプ ン を行い、理論と実 を び る。 

13 プ ンテーション・スー ー ジョン  
したプ ンテーションのロールプ ン を行い、理論と実 を び る。 

14 
 

医師、薬 師、 士、 理士、 療法士、 士 他 専門家 のコンサルテーショ
ン 
精神看護専門看護師 他 専門家に実 するコンサルテーションについて、その と 性を
体験 を基に する。 

15 院の と地域の のコンサルテーション 
院の 行うコンサルテーションと地域の 行うコンサルテーションの 、 に して

文 と実 体験を基に し、 大する精神看護専門看護師のコンサルテーションを学 。 

テ スト 
  ・  

 
川野 コンサルテーションを学 、 ティケア、2017 
アン ー  .(1995) コンサルテーションの ―コンサル ントの から、 ン ー ショ
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ル ーシン ー、18(5)  4-12 
 .   .(1986)  C     -   S  

 
C  (1970)           N .  

 N   
C  .   .   C.(1975)  S    C    

  

習・復習に
ついての  

の実 の にお る をコンサルテーションという 分 する 
（ 前学習） 分 身 実 したコンサルテーションを と ておく。 コンサルテーショ
ンを学 を精 しておく。 
（ 後学習） 分の 実 したコンサルテーションを学習した に と 、 教

からスー ー ジョンを に る。 

の  、 論、プ ンテーション、ロールプ ン  

評価の 法（
評価の配

と評価の
） 

課題 ート(80 )、プ ンテーション(20 ) 
課題 ートは次の 評価する。 
実 したコンサルテーションをカプ ンの4つのモ ル 分 し(20 )、 トらの8つの役割 分
し(20 )、 たスー ー ジョンの 味と 分の課題を文 を いて し(30 )、 後、 分の臨
床 期 れるコンサルテーションの役割について論 する(10 )。 
プ ンテーションは次の 評価する。 
実 したコンサルテーションを に 理 し すく と (10 )、分か すく発表する
(10 )。 

その他 
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06 

科目名 看護理論特論 

当教  守本と 、山口  

ス ― 学期 後期 学年 １年 

・時  ―  ― 態  

単位区分 選択 単位数 単位 

 
の  

 

間 看護 の つ に る国 の 理論を し、看護学と
の 性について理 する。 た、看護理論を通して看護実 の ンスについて にする。
らに、主 看護理論の 分 を行い、それぞれの理論 と特性を らかにすること 、 した
看護実 、看護教育、看護研究 の を する。 

 
の目  

 

1.看護学に する国 の 理論を学び、看護とは かを 究する。 
2.看護理論を通して、看護実 の ンスを にする。 
3.主 看護理論の を行い、それぞれの理論 と特性を らかにする。 
4.看護理論を実 に すること る。 

 
育成する  
 

看護理論を通して、看護の ンスを にし、看護理論を実 に すること る を育

成する。 た、看護理論を分 し、理論 と特性を らかにすること 、看護教育、看護研究 の

る を育成する。 

 
 
 
 
 
 
 計  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 

看護に する                              
 間 について国 の 理論を学び、看護学との 性を理 する。 （守本） 

 看護に する                             
 看護 について国 の 理論を学び、看護学についての を る。 

（守本） 

 
 

国にお る看護理論の歴史                      
主として ス、アメ カの看護理論の歴史 を理 する。          （守本） 

 
 

主 看護理論の理   Ⅰ 
ト ン ー ンケア ン                                                   （山口） 

 
 

主 看護理論の理   Ⅱ    
ー ステ ・ ーシン                            （山口） 

 
 

主 看護理論の理   Ⅲ  
ー ン ー 文 看護論                                                  （守本） 

 主 看護理論に基 いた実 の  Ⅰ 
ン ール 看護                                 （守本） 

 主 看護理論に基 いた実 の  Ⅱ   
ージ アＡ ヘン ー ン 看護の基本と る の                （守本） 

 
 

主 看護理論に基 いた実 の  Ⅲ 
アー スティン・ ィー ン  臨床看護の本 ― 者援助の技         （山口） 

10 
 

主 看護理論に基 いた実 の  Ⅳ 
ル ー ロ 間 の看護理論                   （山口） 

11 
 

主 看護理論に基 いた実 の   
シス ー・カ ス ・ロ ・ロ 看護モ ル                          （山口） 

12 
 

主 看護理論に基 いた実 の   
ロセア 看護論―看護実 にお る基本                （山口） 

13 
 

主 看護理論に基 いた実 の   
ロシー ジョン ン 看護のた の行 システ モ ル                    （山口） 

14 
 

主 看護理論に基 いた実 の   
ジョ ス・ト ル ー 間 間の看護                                   （山口） 

15 
 

主 看護理論に基 いた実 の   
ーサー・ロジ ース ロジ ース看護論                                      （山口） 

テ スト 
  ・  

国際看護 の学際 アプロー ールプ ス 2010年 修 守本と   
これからの国際看護学 国 を えた看護実 のた にー ールプ ス 2014年 修 守

本と  田 奈 

習・復習に
ついての  

（ 前学習）これ の看護実 の か 、 の う 看護理論 ースに ていたかを と て
おく。 
（ 後学習）学習した看護理論を 後の臨床 したことを しておく。 

の   

評価の 法（
評価の配

と評価の
） 

ート(100 ) 

その他 
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07 

科目名 看護教育学特論 

当教  山口 、 、 山  

ス ― 学期 後期 学年 １年 

・時  ―  ― 態  

単位区分 選択 単位数 単位 

 
の  

 

看護ケアの を るた に必 看護 の教育 か 、教育 く 、看護の 教

育に する と技 を教 する。教育学の 理を え、教育 法の理論と技法、評価 法を学び

教育に る を教 する。 教育の 状と課題、 後必 教育 を教 する。 

 
の目  

 

1.教育学について理 する。 
2.看護教育について理 する。 
3.教育 法の理論と技法を理 する。 
4.教育プロ の評価を理 する。 
5. 医療 の専門家と して 教育を することを理 する。 

 
育成する  
 

 
看護教育 看護の 教育に する教育 を修得する。 
 

 
 
 
 
 
 
 計  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 

教育学の え 、 の  
看護教育から看護教育学 の学 と、 域の教育に共通する につい

て する。                                                          （山口） 

 看護教育 目 すこと、看護教育に必 と について し、実 としての  
、 ン ーメント について える。                                 （山口） 

 
 

基 教育と専門教育の目 と の ー について し、看護教育課程について 究する。 
                                                        （ 山） 

 
 

学習理論について、 の理論を いて する。  
                                     （ 山） 

 
 

基 とその教 法を専門性を発 するた の を するた の 法論を し、
育て ・育ち について 及する。                                             （山口） 

 
 

題 を看護の 教育 育成する 法を を いて し、 の かれている と
する。                                           （山口） 

 学習 態と教 法 
教育の 、 と 。教育 当者を支援する技法を 得するた の 法について える。 

（ ） 

 
 

教育の ・ 評価の 法と実 について し 究する。   
                                            （ ） 

 
 

教育と 、看護管理上の 題との について し 究する。 
                     （ ） 

10 
 

に基 く を る 接技法の理論を学習し、 に、技 の 得について する。 
                                         （ ） 

11 
 

臨床 について し、臨床の を するた の 法を する。 
                （ ） 

12 
 

看護管理を く の 看護管理の について し、 代にお る看護管理の 
課題と看護 教育との を 究する。                         （山口） 

13 
 

を育てるた の 果 教育 法（プ セプ ー、 ート ーシ プ ーシン システ ） 
について 究する。                                   （山口） 

14 
 

教育プロ の課題の分 と看護専門 の と に必 を し 究する。 
              （山口） 

15 
 

看護学、 教育にお る倫理 課題とその について学修し、看護を管理する に られる
本 について 究する。                               （山口） 

テ スト 
  ・  

 
する 、 の配 行う。 た、 回に文 ストを配 する。 

 

習・復習に
ついての  

時 する。 

の   

評価の 法（
評価の配

と評価の
） 

課題 ート（100 ） 

その他 
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08 

科目名 看護管理学特論 

当教  小林 、 村  

ス ― 学期 後期 学年 １年 

・時  ―  ― 態  

単位区分 選択 単位数 単位 

 
の  

 

看護管理学の基本 とと に看護管理学を支える 理論について教 する。 度実 看護師の果

たす 役割としての 、 の 性 について学び、そのた に必 ー 医療の ジ

メント、管理者との ・ について する。 た、 の い看護サー スを することの

味を 究し、 度実 看護師として看護の の 上のた の と看護管理の から む

後の課題について する。 
 

の目  
 

1.看護管理の基本 を理 し看護管理に必 と技 について る。 

2.看護実 に を えている 課題について看護管理者と共 して に かう と理論を

いて る。 

3. に し 課題の を る。 

4. 度実 看護師として 医療 にお る 成 との について ること る。 

育成する  医療 ー との 看護の を 果 かつ に する ジメント の修得 

 
 
 
 
 
 
 計  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 看護お び看護管理の  
看護とは、管理とは、看護管理とはについて、 とそれぞれの 性について にする。 

（小林） 

 看護管理の基本 と看護管理に必 体  
看護管理学に含 れる の を通して、基本 の 合について する。看護管理に必

体 を にし、それらを 合することの 性について教 する。 
（小林） 

 
 

論と 行  
論と を理 し、看護の にお る 行 の え を する。 理論について

の を 数 し、理論と 行 の 合について理 を る。 
（ 村） 

 
 

理 、 文 、 分  
の成 ちと 、 、 文 について理 し、 分 の在 を する。

の 状 を し、実際に分 を試みる。 
                    （ 村） 

 
 

システ 論とシステ アプロー  
システ 論の理 を通してシステ と看護管理のシステ アプロー について理 する。
の において の う 看護管理システ アプロー かについて する。 

（ 村） 

 
 

ー ーシ プの と理論 
基 理論としての ー ーシ プ理論について理 する。 理論を通して、看護実 との 性に
ついて する。 

  （小林） 

 ー ーシ プのス ル 
ー ーシ プの発 について し、教育 役割を果たすことと て を る。

かれている状 下 の う ー ーシ プﾟ るかについて する。 
 （小林） 

 の の 、  
主 看護管理の 法論としての 理論と 理論について理 し する。 理論と

ー ーシ プとの について する。 
 （ 村） 

 
 

、 の 理 
理論について理 し、 の 理から のス ルについて理 する。 にお る

理論の 性と の 理について実際の を通して学 。 
 （ 村） 

10 
 

にお る ーと ン ーメント、アサーティ ス 
ーの行 、 ン ーメント、アサーティ スについて し、専門 としての の在

について する。 を通して ー、 ン ーメント、アサーティ スの実際について
学 。 

 （ 村） 

11 
 

ー 医療の ジメント 
ー 医療の と ー 医療の実 に た 度実 看護師としての にお る役割と責

について する。 
 （小林） 
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計  

 

12 
 

度実 看護師としての管理 者との ・ 、  
度実 看護師として、専門看護 に必 ・医療・ にかか る 間 看護 に

お る ・ ・管理について、管理者との ・ の を する。 
 （小林） 

13 
 

医療 と ス ジメント 
管理体制 と ス ジメントの え について 究する。 

医療 に た数 の 分 から、 ス ジメントの について する。 
 （小林） 

14 
 

看護サー スの  
看護 の管理と の実際 

ィアンの からの 評価を通して、医療と看護の 評価について する。 
 （小林） 

15 
 

に う 代の医療の と 度実 看護師に られる役割とこれからの課題 
看護をと く の 題と課題について 究する。 
看護管理の から 在の 本の医療 るＣＮＳの ・ の について、 課題
を し、 ィスカ ションを通して の を 理する。 

 （ 村） 

テ スト 
  ・  

. .スコ ト . . ル . . ーン  理論― ・行 分

代 ステフ ン・ロ ンス  行 の ジメント モン  

・ ーシィ ・ ・ ン ー ・ ・ジョン ン 山本成 山本 門から  行 科学の

 の 生 性 部 修 部 看護管理学習テ ス

ト 1 8 本看護                   その他 として 時 する。 

習・復習に
ついての  

（ 前学習） の 体制を にし、 にお る 身の ち位 と役割について に
しておく。 の 上の 題 と課題について 理しておく。 

（ 後学習） 身の 実 る看護管理の （ 、 ー ーシ プ、 、 ・
）からの と 法について 体 に 理する。 

の   

評価の 法（
評価の配

と評価の
） 

の 加（30 ）、課題発表と （30 ）、 ート（40 ） 

その他 
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 09 

科目名 臨床薬理学 

当教  五味田 、松浦  

ス ― 学期 後期 学年 １・ 年 

・時  ―  ― 態 
 

（ 部演習） 

単位区分 選択 単位数 単位 

 
の  

 

の病態 ・状 を えて、医療 の 急 急 、 状 、慢性 管理に必 薬

の主・ を含む薬 学 らびに生体に れた薬の体 の薬 を する

。医薬 の医療 の い、薬 度を し らの薬 治療 ス ジメントを学習

する。 生 の 、服薬 と 者と家族のコンプ アンスを るた の看護支援の技

について を基に して修得する。 

 
の目  

 

専門看護師の として、 急 急 、 状管理、慢性 時にお る薬 治療を薬 学

らびに薬 態 から理 して、薬 状か、 体からの 状か する をつ る

。そのた に 治療薬の 、 理 、薬 、生体 薬 態と モ ン 、

者 の服薬 、薬 代 に る を理 しておく必 る。 

1.薬の基 ・臨床の薬理 を薬理 学 びに薬 態学 基本 理を理 する。 

2. 病に れる薬 についての を理 して、分 カテ ーに て理 する。 

3.臨床において、看護支援の から薬 の ・ ・最 実 る うにする。 

4.薬 治療は 者 からの ・理 必 、その際 服薬 を含 たコ ケーションの

性を理 する。 

5. 病治療において 医薬 の薬 治療に 看護支援 る うにする。 

 
育成する  
 

病態に した薬 治療を病態学 、薬 学 らびに薬 態 に理 して、最 ・最 看

護 る を育成する。 た 薬 治療を 野に 薬 発臨床試験 において れる

育成する。 

 
 
 
 
 
 
 計  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 臨床薬理学 論１（薬 の 、体 態、薬 、 医薬 の 発 びに 薬 療法に
る臨床研究 の看護 域の 支援 ）                   （五味田） 

 臨床薬理学 論 （ 別 れた薬 治療の実 にお る看護支援 性薬理を えた薬
態、 、 法・ 、 ・ を えて）             （五味田） 

 
 

に する薬（ 治療薬、 薬、 薬、 薬の ）
・ に する 治療薬の最 治療と看護支援                （五味田） 

 
 

・ に する薬（ 管支 治療薬、 薬、 性 治療薬、制  
薬の ）・ に する 治療薬の最 治療と看護支援         （五味田） 

 
 

代 性 に する薬（ 病治療薬、 治療薬、 ・ 治療薬の
）・ に する 治療薬の最 治療と看護支援               （五味田） 

 
 

神 に する薬（ 薬、 薬、 ー ン ン病薬、 て か 薬の ）
・ 医療にお る 薬 の薬 、 らびに した薬 と看護支援   （五味田） 

 精神・神 に する薬（ 精神病薬、 薬、 うつ薬・ 薬、 アル ー病
薬、 治療薬の ）、 らびに 薬に る治療と看護支援      （五味田） 

 臨床 と実際（1） ティカル看護 薬 れる 者 の臨床 、 急・慢性時の薬
、 ・ 薬 の 者の 、アセスメント、臨床         （五味田） 

 
 

臨床 と実際（2） に する医薬 薬の 、薬 選択、体 態・薬 、特
に 性 ・院 の お び臨床 。 、 治療にお る服薬管理・
と最 治療                                   （五味田） 

10 
 

臨床 と実際（3） 学療法に する医薬 主 薬 （ ） 、 の
状 ジメント、 い、 医療・生 ・服薬管理 の 、臨床 。 びに最

治療と看護支援                                      （五味田） 

11 
 

臨床 と実際（4） ）小 の発達に た薬 療法、その薬 態の特 を えた治療薬の
を した 計と看護支援、 びに 者の服薬管理、生 。ロ）急性期・慢性期にお

る小 ・ 者にお る薬 性の いと臨床 。 ） 者 者 の服薬管理と生
。                                       （五味田） 

12 
 

臨床 と実際（5） 性の性と生 にお る薬 の と服薬管理、臨床 、 期・分 期
・ 期の薬 の 、 、性 ルモン 、 口 と看護支援      （五味田） 

13 
 

薬 を する 者の服薬コンプ アンスと生 の 性、回復 の 、服薬管理 の
上を るた の看護師としての教育と援助 法                   （五味田） 

 

14 薬 療法を る 者と家族の から身体 ・ 理 の と倫理 課題について     
臨床 の薬 療法に する 験 を し、 を行う。薬 療法に する を通し
てそこ 得た を臨床 の うに していくか、 た学生の体験発表について、教 教
する。                                     （松浦） 
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2 

 
 

15 者と家族 して薬 療法（ を含む）を られるた に医師、薬 師と する看護師
の支援 者の薬 療法（ を含む）の服薬管理 の 上を るた の と看護技 （服薬
ア ア ンス）について教 する。                          （松浦） 

テ スト 
  ・  

臨床 かる  くす の ー ースの う臨床 ・その ー五味田 （ ）
（ ） ・ 臨床薬理学 本臨床薬理学 （ 野・  他） 

習・復習に
ついての  

臨床 の薬 治療において、看護支援 の課題を えてお 、それを の 課題とする
こと る。 回の した基本 を理 すること。 

の  

 
プ ント配 を に する。時に臨床 ・その ・ （上 テ スト）し ら演習
をする。 た を いること る。 
 

評価の 法（評

価の配

と評価の ） 

の と 課題 の ート  

その他 
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 10 

科目名 病態生理学 

当教  五味田 、松浦 、辻川 、吉田 、 、  

ス ― 学期 前期 学年 １・ 年 

・時  ―  ― 態 
 

（ 部演習） 

単位区分 選択 単位数 単位 

 
の  

 

別に主 の病態生理を学習し、 者の病態生理を えた、 度 看護を実

る基 を う。 体 には、臨床 く れる の病態生理を し、その う

を す の 状 査 から病態生理を し、プ ンテーション及び ィスカ ション

を行う。 

 
の目  

 

1.主たる の病態生理 理 る。 

2.学習 を して、 の病態生理を し、 る。  

3. れた の病態を えて、必 看護援助を る。 

 
育成する能力 
 

の病態において 生理学 を理 し、 に基 いた最 看護 を 

育成する。 

 
 
 
 
 
 
 計  
  
     
     
 
 
 
 
 
     
 
 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 

病態生理学の 、 論 （ と 、 ・ の   特に ル の病態、 
治療 の看護支援 ）                                 （五味田） 

 論 （生 習 病、ア ル ー性 、 、 、 と  特に の 
最 の病態病理 とそれに する看護支援）                                 （五味田） 

 
 

・体 と病態生理、共に ・体 の 性と看護支援      （五味田・吉田） 

 
 

の病態生理、と共に最 の 得と治療法、特に の に う  
治療法と看護支援                                （五味田） 

 
 

体 と病態生理、 ・ の病態生理、と共に最 の 得と 、特に 
の に う 治療法と看護支援                  （五味田・ ） 

 
 

と病態生理、と共に最 の 得と治療法、特に の に う 薬含む 
治療法と看護支援                                          （五味田・ ） 

 と病態生理、と共に最 の 得と治療法、特に病態 に う 治療法と 
看護支援                                  （五味田・ ） 

 の病態生理、代 の病態生理、と共に ・ の最 の 得と 
治療法、特に病態 に う 薬に る治療法と看護支援             （五味田・吉田） 

 
 

・ の病態生理、と共に最 の 得と治療法、特に ・ 域 病態の 
に う 治療法と看護支援（ 治療 含む）                （五味田・吉田） 

10 
 

分 の病態生理  生 の みと病態生理（ 発 に する最 と治療法 
らびに看護支援法）                                  （五味田） 

11 
 

神 の病態生理（ 、精神 の病態生理、とと に 発 に する最
と看護支援法を含む）                              （五味田） 

12 
 

) 格 の病態生理（ ・ 格 ）と治療法、 者の からの看護アプロー  
) の と病態生理（最 の ( ・ ・ ) の病態生理）、と共に 

の 科 域 の看護支援                     （五味田・ ） 

13 
 

、 の病態生理（ ・ の病態の年代 とその 期 治療法に 
ついて、 ・ 性 ル の治療について 、看護支援）           （五味田・辻川） 

14 
 

病態生理学 者の身体 ・ 理 ・ に及 す             
臨床 の病態生理学に する体験 を し を行う。病態生理学に する を 
通して得た を臨床 の うに していくか、 た学生の体験を発表し、それに して教 

教 する。                                   （松浦） 

15 
 

病態生理学 に して、 の い生 を る支援                  
ンスに基 いた の病態生理学 から 上のた に必 と技 について教

する。                                       （松浦） 

テ スト 
  ・  

吉 ジ アル病態生理学 メジカル ー  

田 病と病態生理  

習・復習に
ついての  

テ スト を するとと に、 回の に した を 理 すること。 

の  配 、 を いた 、演習 

評価の 法（
評価の配

と評価の
） 

授業中の質疑応答と提示課題へのレポート提出 

その他  
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科目名 フィジカルアセスメント 

当教  
田 、 川 、野 士、前田吉 、松浦 、  

吉田 、 、  

ス ― 学期 前期 学年 １・ 年 

・時  ―  ― 態 
 

（ 部演習） 

単位区分 選択 単位数 単位 

 
の  

 

度実 看護師 、 題を つ の身体状 を に 身の 査をし、臨床看護 を行
うた に必 フィジカルアセスメントの と技 を教 する。 フィジカルアセスメントを基盤
として、 ントの状態に たアセスメント 法と 果の臨床 について実 に学 。プ
ンテーション及び ィスカ ション、 者を いた実 演習を行う。 

 
の目  

 

1. 専門看護師に必 身体 査の 技と 味、その 果を臨床 に びつ る を身につ
る。 

2. 身の 、 の 査と臨床 を学 。 
3. 題を つ のフィジカルアセスメントを修得する。 
4. 専門看護師に必 臨床看護 を る。 
5. の フ・ステージに る 者の 状 の ンスに基 、病態を ・  

し、それらに基 臨床看護 を行う を う。 
6. 臨床 実 しているフィジカルアセスメントの を る。 

 
育成する  
 

度実 看護師 者の える 題について、 身をシステ ティ に て臨床看護 実

るた の を育成する。 

 
 
 
 
 
 

計  
 
    
 
 
 
 
 
      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 

専門看護師に必 フィジカルアセスメントの  
のフィジカルアセスメントの 味と                    （ ) 

 神 のフィジカルアセスメント 
神 の と評価 、 、 、 、 、 の評価について学 。 

                        （ 川) 

 
 

のフィジカルアセスメント 
の と評価 、 、 、 、 、 域、 の評価について学 。 

シ ー ーモ ル (フィジコ) の演習。                （ ・前田) 

 
 

のフィジカルアセスメント 
（ 部）の と評価 部の ・ ・ ・ 、 の 、 性 者の

部の 、 部のアセスメントの 、 の評価について学 。シ ー ーモ ル (フ
ィジコ) の演習。                              （吉田・ ) 

 
 

のフィジカルアセスメント 
の と評価  、 、 、 、 ・ の に のアセス 

メントのの を学 。 者 の演習。                    （ 川) 

 
 

のフィジカルアセスメント 
の と評価 、 、 野、 の に 、 、 、 、 

病 の評価について学 。 者 の演習。                   （ 川) 

 のフィジカルアセスメント 
の と評価  、 、 の 、 の ・ 、 、 の 、 の 

評価、 態の評価について学 。シ ー ーモ ル (フィジコ) の演習。 
（ ・ ) 

 ・ のフィジカルアセスメント 
・ の と評価  、 、 、の と 査に 、 、  

の評価。                                                          （ 田) 

 
 

代 のフィジカルアセスメント 
代 の と評価  、 、 、 、身体計 に 、 ・代 のアセスメントの 

と評価を学 。 者 の演習。                             （野 ) 

10 
 

のフィジカルアセスメント 
の と評価  、 、 、 、 に の評価をする。 の評価の

を学 。、シ ー ーモ ル (フィジコ) の演習。             （ ・ ) 

11 
 

のフィジカルアセスメント 
の と評価  、 、 、 、 、 査 果から、 の評価を学 。 

（ 田) 

12 
 

分 のフィジカルアセスメント 
分 と評価  、 、 、 、 、 ルモン 査 果の評価について学 。 

                                   （ 田) 

13 
 

性 ・ のフィジカルアセスメント 
性 ・ の  、 、 、 、 、 、 査 果の評価について学 。 

                  （吉田・ ) 

14 
 

度 フィジカルアセスメントの実 の 味                   
看護師 行う 度 フィジカルアセスメント 者と家族の の 期発 、 回復につ るこ
とをフィジカルアセスメントの実 を基に する。                    （松浦）
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計  

 
 

15 
 

者 らフィジカルアセスメントの に く支援                          
題を た らフィジカルアセスメントし、身体の に くた に必

と技 について体験 を基に する。                            （松浦）

テ スト 
  ・  

フィジカルアセスメントの かる  からみた からだのメカ  
医学 院    フィジカルアセスメント 学研メ ィカル  

習・復習に
ついての  

れたテ ストを するとと に、 回の に した 基本 を理 するこ
と。 
（ 前学習）臨床 実 しているフィジカルアセスメントの目 、 、技 を と 、実 しているフ

ィジカルアセスメント 者の の 期発 、 の 期発 、 状の に た
を と ておく。 

（ 後学習）学習したフィジカルアセスメントの と技 を臨床 し、これ その を と
ておく。 

の  テ スト、配 、 を いた 、演習 

評価の 法（
評価の配

と評価の
） 

試験（80 ） ート課題（20 ） 

その他 
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科目名 看護研究特論 

当教  𠮷村 世、服部 、 、松浦 、辻下守 、 川 、 実 

ス ― 学期 前期 学年 １年 

・時  ―  ― 態  

単位区分 必修 単位数 単位 

 
の  

 

看護学の専門 技 の 上とその 発を るた の研究 を行う上 必 と る基
を育成するた 、看護研究の 程 課題 のアプロー 法 研究の 法を に学 。 
 

 
の目  

 

1.看護研究の 程を理 る。 
2.文 の ティー について理 る。 
3.研究課題の のプロセスを理 る。 
4. の研究 法を理 る。 
5. 分 実 して た看護研究の課題を にする。 
6.修士論文又は課題研究のた の研究 法を にする。 

 
育成する  
 

 
特別研究、課題研究、及び ジメント に必 看護研究の 法を習得する。 

 
 
 
 
 
 
 計  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 

看護研究とは 
看護研究とは にかについて、研究課題、研究 ン、研究のプロセスを に教 する。 

                                 （服部） 

 看護研究と倫理 
研究にお る倫理の え と倫理 配 の実際について教 する。 
倫理審査 の について、モ ルを基に学習する。                    （服部） 

 
 

文 ティー １ 
研究 に かす文 ティー の基 について学び、 分の 域の文 を いて ティ
ー を行う。 

分の ティー と他者の ティー の を し、 分 としている について 
に理 を る。                                                       （ ） 

 
 

文 ティー                       
度看護実 看護研究にお るシステ ティ ーの必 性 その 法 、 

システ ティ ーの基本を教 する。                                  （ ） 

 
 

研究の 法１（ 研究 法） 
研究 法を いる研究 ン 法の について教 する。 

これ 実 した 研究を いて、その 課題、良い を する。           （ ） 

 
 

研究の 法 （ 研究 法） 
分 のた の ー 法 数の 法について教 する。                 （ ） 

 研究の 法 （ 研究 法） 
計学 分 の 法について教 する。                              （ ） 

 研究の 法 （ 研究 法） 
研究 法を いる研究 ンとそれぞれの ンの特 、 研究 法の基 を教

する。  
実 した 研究を いて、 している 課題を する。                       （𠮷村） 

 
 

研究の 法 （ 研究 法） 
分 、 ン ・セ ー、 ス フィーの 法について教 する。 

                                                                                 （𠮷村） 

10 
 

研究の 法 （ 研究 法） 
学、歴史 研究法の 法について教 する。                          （𠮷村） 

11 
 

研究の 法 （ 分 ）                 
分 の 法について実 を基に分 の 法を する。                   （𠮷村） 

12 
 

研究の 法 （ ティ ） 
研究 にお る臨床 ティ アプロー の 性 、実 を し ら、 
実 の にお る研究 の について する。                          （ 川） 

13 
 

研究の 法 （ ティ ） 
臨床 ティ アプロー の 法を教 する。                                 （ 川） 

14 
 

研究の 法10（ 合研究 法） 
テ スト ン を いた研究を し ら、テ スト ン の 法について 
教 する。                                               （松浦）

15 
 

研究の 法11（実験 法） 
 実 の の研究 にお る実験 法の を し ら、実験 法の計 につ
いて教 する。 
これ の学習から、修士論文又は課題研究のた に必 研究 と研究 法を する。  

（辻下・ ） 
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テ スト・
 

野 、 ンスに基 く看護実 のた のシステ ティ ー 、 本看護  
S  . 、N   . 、 田 他 、 ーン ロー  看護研究 門 

7  ―評価・ 合・ ンスの生成 、 ル ア・ジ ン 
川野 (2015) 看護研究、   
川野 (2002) 看護研究 門、  
その他、 する。 

習・復習に
ついての  

（ 前学習） これ 実 した看護研究について と 、研究としての 性について しておく。
加した学 、印 研究について と ておく。 学 研究論文を2本 おく。 

（ 後学習） 分 みたい研究課題を にする。特に、研究 法について に学習する。
を得て、 本看護科学学 本看護研究学 、その他 専門 域の学 に 加する。 

の  
 

、 ィスカ ション、実 した研究の  
 

評価の 法（
評価の配

と評価の
） 

課題 ート（100 ） 
分 行いたい研究課題を にし(20 )、 えられる研究 法を し(40 )、 する倫理 課題を

し(20 )、研究 法の課題と を文 を基に論 する(20 ) 

その他 
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科目名 在宅看護学特論Ⅰ（在宅看護学） 

当教  守本と 、𠮷村 世、 、 田 か 、松浦 、吉川  

ス ― 学期 前期 学年 １年 

・時  ―  ― 態  

単位区分 選択 単位数 単位 

 
の  

 

在宅 生 している フステージにお る の の 上を目 し、 の ・ と

病治療に する援助について 状の課題を える。 在宅療 看護 う医療の 、 度

ジメントを う医療・ について国際 、他 との 、 ー ーシ プを ー ー に、小

・成 ・ 年と フステージに る の 状を分 し課題について える。 

 
の目  

 

1.在宅療 にお る治療・ の 状から フステージに る の看護の役割に 

ついての課題を る 

2.在宅療 にお る治療・ の 状と る から看護の役割について 後の課題を  

る。 

3.在宅療 にお る治療・ の 状と国際 から看護の 後の課題を えること る。 

4.在宅医療において 度 医療技 を必 とする医療の の ー ーシ プについて る。 

 
育成する  
 

在宅にお る フステージに る の 課題と 度 在宅医療の か の ー 医療

にお る看護 の役割を する を育成する。 

 
 
 
 
 
 
 計  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 

在宅療 の成 の と看護                          （守本） 

在宅看護とは 在宅療 と家族の支援  在宅療 を必 とする たち 

フステージと   在宅看護 行 れる医療・   

 
 

在宅にお る 療法、 とい た の医療について、国際性、他 、 ー ーシ プを
ー ー にテー を 、文 から 状について える。 

                                        （𠮷村）  
 

 
 

在宅にお る ンシ ン療法とい た 病に する医療について、国際性、他 、 ー ー

シ プを ー ー にテー を 、文 から 状について える。 

      （𠮷村・ ）  
 

 
 

在宅にお る 支援、 ・ 、 、 管 について、国際性、他 、 ー

ーシ プを ー ー にテー を 、文 から 状について える。  

                 （𠮷村・ ）  

 
 

在宅にお る 性 に する医療について、国際性、他 、 ー ーシ プを ー ー に
テー を 、文 から看護の課題を える。                  （松浦） 

10 
 

11 
 

支援 在宅療 者 の専門 看護実 神 病・家族      
 （ 田） 

12 
 

支援 在宅療 者 の専門 看護実 Ａ Ｓ 者・家族 
      （ 田） 

13 
 

1.在宅にお る 者の ・ の管理とその課題 
 1） （  ） 2）   3）  

2.在宅にお る 管理とその課題 
1） ケア 2） （   ） 
3) ストー 者 のケア 

・在院 数 に う在宅ケアに られる の ・ 管理の評価 
3. ・ ケア 域にお る専門性の い看護師（特 行 を含む）との        （吉川） 

14 
 

15 
 

テ スト 
  ・  

在宅看護― らしをみつ る看護の ―   2014.2 法  
大学教  在宅看護論 、川野 み  2017.3 大学教育  

習・復習に
ついての  

在宅医療 実 れている 度医療・ について学 。 
当するテー 以 、文 を て ィスカ ションに臨むこと。 

の   

評価の 法（
評価の配

と評価の
） 

ート（100 ） 

その他  
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科目名 在宅看護学特論Ⅱ（慢性期） 

当教  守本と 、𠮷村 世、辻下守 、 、松浦  

ス ― 学期 前期 学年 １年 

・時  ―  ― 態  

単位区分 選択 単位数 単位 

の  

成 期・ 年期の主 の慢性期にお る 度 看護 実 る を育成する。 た、

在宅にお る慢性期看護の 課題を える。 

成 期・ 年期に こ うる主 を 上 、在宅にお る医療・ を る のプ

ンテーションから 看護の実 について ィスカ ションし、在宅看護にお る 度医療に

する 法、課題を える。

の目  

1.在宅 医療を生 する 者・家族を理 するた の基盤と る理論と について学び、実
と研究 の を 究する。

2. フステージにおいて在宅にお る 度医療お び を ている 者の 題 を し、
看護について 究する。

3.在宅にお る慢性 を つ 者お び家族の 課題を 究し、看護を 発する基盤を修得す
る。

育成する  
在宅にお る主 の慢性期にお る 度 看護 る を育成する。 た、慢性期

を つ 者及び家族の 課題を分 し、看護を 発する を育成する。 

計  

１ 在宅看護（慢性期 ）にお る基本理  （守本） 

ア カシー、 ン ーメント、 ート ーシ プ、ヘルスプロモーション、

、セルフ ジメント の基本 を学 。 

 
在宅看護と家族 家族の 護 と について、 状と課題、課題 の 性について える。 

（ ） 

 
C （慢性 性 ）を主とする を う 者・家族の看護について、 状と課
題、課題 の 性について える。      （守本） 

 

 
後 、 の神 者・家族の看護について、 状と課題、課題 の 性

について える。  （守本） 
 

 管 に の る 者・家族の看護について、 状と課題、課題 の 性について

える。 （ ）  

10 格 に 、 に支 を たす 者・家族の看護について、 状と課題、課題 の
性について える。（ し う 、大 部 部 、 、上 ） 

 （辻下） 11 

12 
基本法と在宅にお る 看護について、 状と課題、課題 の 性について える。 

（松浦） 
13 

14 病（合 を含む）を う 者・家族の看護について、 状と課題、課題 の 性につい

て える。 （𠮷村） 
15 

テ スト
・

在宅医療実  2013.4    
慢性期看護 3 、 田  2014.3 ー ル ロカ  

習・復習に
ついての  

在宅医療 、 く られる と看護について学びを る。 
当するテー 以 、文 を て ィスカ ションに臨むこと。 

の   

評価の 法（
評価の配

と評価の
） 

ート（100 ）

その他 
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科目名 在宅看護学特論Ⅲ（回復支援） 

当教  辻下守 、 、小林  

ス ― 学期 後期 学年 １年 

・時  ―  ― 態  

単位区分 選択 単位数 単位 

 
の  

 

地域 の在宅生 を回復支援する上 の基盤と る地域 テーションの理 を理 し、ケアに
る者 果たす 役割について理 を ら、在宅生 にお る回復支援のた の ー ー

として る う 実 の基 を 成する。 体 には、地域生 支援に必 る
生 の 得を目 した行 分 学 アプロー を習得するとと に、地域において 護 を実

る ジメント 、そしてセ スト との に る地域生 者に する
別支援 を する。 

 
の目  

 

1.地域 の在宅生 を回復支援するた の地域 テーションの理 を理 する。 
2.在宅 の回復支援を のた 実 を習得する。  
3. 生 の 得に必 行 分 学 アプロー を実 る。  

 
育成する  
 

護 在宅生 を 上 るた の回復支援 にお る との に する ジメン
ト を修得する。 
 

 
 
 
 
 
 
 計  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 

ンス、在宅にお る回復支援の    
                     （辻下） 

 生 の 学と 分                      
（辻下） 

 
 

在宅生 にお る 生                         
   （辻下） 

 
 

護 の ジメントと実 アプロー                          
（辻下） 

 
 

生 習 病を合 する 者の在宅にお るセルフケア 
    （ ） 

 
 

を合 する 者の回復支援 
   （ ） 

 慢性 を合 する 者の回復支援              
（ ） 

 後の 者に する回復支援     
（ ） 

 
 

病の 者に する回復支援                              
（ ） 

10 
 

行 分 学を いた 生 の評価                         
（小林） 

11 
 

生 にお る 行 分 学１（ 上基本 ）          
  （小林） 

12 
 

生 にお る 行 分 学 （ 位・ 位 ）          
       （小林） 

13 
 

生 にお る 行 分 学 （ 行・移 ）       
          （小林） 

14 
 

在宅 の 護者に する 生              
             （小林） 

15 
 

地域にお る在宅生 の回復支援の実          
                （辻下） 

テ スト 
  ・  

辻下守 ・小林 テーションのた の行 分 学 門 医 薬  
田 史 地域 テーション 論 医 薬  

 

習・復習に
ついての  

れたテ ストを するとと に、 回の に した 基本 を理 す
ること。 
 

の  テ スト、配 、 を いた  

評価の 法（
評価の配

と評価の
） 

試験（80 ）、 ート課題（20 ） 

その他 
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科目名 在宅看護学特論Ⅳ（地域包括支援） 

当教  守本と 、 野文  

ス ― 学期 後期 学年 １年 

・時  ―  ― 態 
 

（ 部演習） 

単位区分 選択 単位数 単位 

の  
急 に 行する地域の を理 し、地域包括支援システ を する の看護 果たす役割

・課題・ 題 について理 するとと に、地域の特性を生かした地域包括支援について する。

た、専門分野にお る研究を理 し、 らの研究に役 てる を習得する。

の目  
1.医療 ・地域包括支援システ の の の看護 の役割について る。

2. ・ を ず、 ルに る 、地域 生 するた の 支援・

について る。

3.地域の特性を するた の ・医療 計を理 する。

4.専門分野にお る研究を し、 らの研究計 に役 てること る。

育成する  
地域包括支援システ を するた に看護 果たす役割・課題について理 すること 、地域包
括支援システ を る教育 を修得する。 

計  

１ ルに る の 支援・  
（守本） 

 医療 と地域包括支援システ  
（守本） 

 、 、 後 者の在宅看護に する制度と  
（守本） 

 、 、 後 者のケース ジメントと ー 医療 
（守本） 

 、 、 後 者の地域包括ケア  
（守本） 

 ・医療 計  
（ 野） 

 ・医療 計  
（ 野） 

 地域包括支援システ の の実際   
（守本） 

 
論文 ティー  
地域包括支援システ にお る 成 に する文 ティー から、研究の 状と課題・  
性を える。（ いと い 、生 支援、 合サー ス、 護・医療・ 、本 ・家族の 
選択と え ） 

（守本） 

10 

11 

12 
論文 ティー  
地域包括システ にお る 支援に する文 ティー から、研究の 状と課題・  
性を える。（ 助、 助、共助、 助 ）  

 （守本） 

13 

14 

15 と  
（守本） 

テ スト
・

国 生の  (最 ) 生 計  
く かる看護研究論文の ティー  山川み え、 本  2014.6 本看護  

習・復習に
ついての  医療 ・地域包括支援システ にお る 状について理 しておくこと 

の  、 ループ ー  

評価の 法（
評価の配

と評価の
） 

ート（70 ）
プ ンテーション（30 ）

その他 

2020.4.12 野 師は、 医大の 師 を  
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科目名 在宅看護学特論演習 

当教  守本と 、𠮷村 世、辻下守 、 、松浦  

ス ― 学期 前期 学年 年 

・時  ―  ― 態 
演習 

（ 部 ） 

単位区分 選択 単位数 単位 

 
の  

 

慢性 ・ の に て、 しい生 習 の 成と慢性 ・ を ち在宅 生 する
とその家族 の支援について、文 ー ィスカ ションを行い、 の ー に
した援助 法 看護 の役割について 究する。国際 他の専門 の に 目して在宅療

を支える看護 の役割を える。 

 
の目  

 

1. 目するテー について、国際 に、 た他 の から文 ー る。 
2. したテー について、 フステージに る の ー に した援助

法を 究すること る。 
3. したテー について、 フステージに る の ー に した看護 

師の役割を 究すること る。 
4. ィスカ ションの ー ーシ プ れる。 

 
育成する  
 

在宅にお る 者と家族の ー に る援助 法 在宅医療を支える看護 の役割につ

いて る を育成する。 た、在宅看護の ー ーとして ー ーシ プ れる を育

成する。 

 
 
 
 
 
 
 計  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 

テー の  文 ー、プ ン 成の ち合  
                                         （守本） 

  
C （慢性 性 ）を主とする 者と家族の看護にお る課題とその につ
いてのプ ンテーションと ィスカ ション 

                                                       （守本） 

 
 

 
 

 
格 に 、 に支 を たす 者と家族の看護にお る課題とその についての

プ ンテーションと ィスカ ション 
                                                 （辻下）

 
 

 
 

 
病（合 を含む） 者と家族の看護にお る課題とその 法についてのプ ンテーシ

ョンと ィスカ ション                                                    
（𠮷村） 

 

  
管 に の る 者と家族の看護にお る課題とその 法についてのプ ン

テーションと ィスカ ション 
                                               （ ）

 

10 
 

 
者と家族の看護にお る課題とその 法についてのプ ンテーションと ィスカ

ション 
                                                （松浦）

11 
 

12 
 

 
後 者と家族の看護にお る課題とその 法についてのプ ンテーションと

ィスカ ション 
                                                  （守本）

13 
 

14 
 

 
者と家族の看護にお る課題とその 法についてのプ ンテーションと ィス

カ ション                 
                                            （守本）

15 

テ スト 
  ・  

 
、最 の文 ーを行い とする。 

 

習・復習に
ついての  

 
味の るテー 以 、文 を て ィスカ ションに臨むこと。 

 

の  
プ ンテーションと ィスカ ション、 るいは ループ ー 、プ ンテーション、 ィスカ

ション 

評価の 法（
評価の配

と評価の
） 

ィスカ ション の 加（40 ） テー についての文 ー（30 ） 
看護の役割についての （30 ） 

その他 
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科目名 育成看護学特論Ⅰ（発達支援） 

当教  山口 、服部 、 村  

ス ― 学期 前期 学年 １年 

・時  ―  ― 態 
 

（ 部演習） 

単位区分 選択 単位数 単位 

 
の  

 

成育看護学の基盤と る小 の成 発達の 理論を学び、 題から、育ちの を 、 の

育態度 家族の 題を理 する。小 の発達評価から 発達支援を学び、小 と家族の

い成 発達を する包括 看護 を育成する。 

小 をと く成育看護学お び家族看護学の 域の文 を し、小 の 題 小 と家

族に及 す を し、 を最小にする家族アセスメント を育成する。 

 
の目  

 

1.成 発達の 理論を理 し、発達を するた のアプロー 理 る。 
2.小 を く を え、小 と家族に及 す を理 した発達支援 る。 
3.成 発達評価の ン ーⅡを いて、発達を評価し、 発達支援について理 る。 
4.小 の 題 、小 と家族に及 す を理 し、成 発達 を最小にするた のアプロー

を すること る。 
5. 題 身体 いを つ小 と家族の 題を え、 を する支援 理 る。 

 
育成する  
 

小 の成 発達 発達の理論に るアプロー を理 し、発達支援の 体 アプロー を修得する 
小 の発達 程にお る に基 、 成 発達を する 体 アプロー を修
得する。発達 い の発達支援と家族支援を理 する。家族 アセスメントを修得する。 

 
 
 
 
 
 
 計  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 

小 の成育 程とその を歴史 から し、発達の 理論の について理 する。  

（山口） 

 Attachment( )の発達理論( ) 理論・行 ・発達・ プから理 する( 期)。 
ア メント理論と お び ト 発達 の 題について理 する。（山口） 

 
ロンフ ン ーの生理学 ・ 理論から発達のアプロー について理 する。 （山口） 

 
 

の ・ 態 ・精神 発達の特 と ィー ースト( )の発達課題を理  
する。                                     （山口） 

 
 

アジ ( )の 発達理論・ ン( )の の発達と フ ス を理 する 
（ 村） 

 
 

期の成 発達の評価( ン ーⅡ)を理 し、発達の れの評価及びアプロー を理 する。 
期の生 (生体 )と の発達を理 する。             （山口） 

 後うつ状態に る の 育の 題( の ・ 性の発達の れ)に する 支援と
の発達支援を理 する。                             （服部） 

 から学 期の発達にお る び 体験学習と の発達について理 する。身体 いを つ
の学 と学習に る発達 の 果を理 する。                 （ 村） 

 期の の 題 発達 の 題を性、 性性の から理 する。     （服部） 

10 
 

題を つ小 の看護にお る倫理 配 ( ンフ ー アセント)及び 家族の 理
・ のアプロー (プ ーション)を理 する。            （山口） 

11 題を つ小 身体に いの る を支える制度 及び を理 する（ 村） 

12 発達 い ( ・アス ー )の特 と発達支援お び家族支援を理 する。（ 村） 

13 度 身 い (者)の治療 ケアを理 し、発達支援お び家族支援を理 する。  （ 村） 

14 度 身 い (者)の在宅看護及び ス トケア に る家族支援を理 する。 （ 村） 

15 題を つ小 と家族看護(C N カル ー家族看護モ ル)を理 する。    （山口） 
コ プを 成し、 題を つ小 と家族の 題をアセスメントする。         

テ スト 
  ・  

・ アジ に学 発達の科学 大  . アジ  
・ 理学 つの理論 ン アジ シアー   メ （ ） 大  

 （ ） 
・ N  ( ) 田実 ・ 田 ・吉田 ( ) の理論Ⅰ 行 学

 1980. 
・ 間発達の生態学（ コロジー）―発達 理学 の  ロンフ ン ン ー ー( )

  ( ) 

習・復習に
ついての  

から文 を行い、 単 に する研究論文を 数 み ジ メを 成しておくこと。 

の  及び学生に るプ ンテーション 

評価の 法（
評価の配

と評価の
） 

に する （20 ）プ ンテーション（30 性、 当性、 の 成度合い、発表の
と 法）、 ート（50 論理性、 性、 身の え ） 

その他 
 
 

2020.5.15-  
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科目名 育成看護学特論Ⅱ（次世代育成支援） 

当教  服部 、 、 田村  

ス ― 学期 前期 学年 １年 

・時  ―  ― 態  

単位区分 選択 単位数 単位 

 
の  

 

次世代育成のた の看護実 を ることを らい、 期の 性育成から 後の 育て支援 
、 前から 後 を 上 え、 後の のメン ルヘルスを えた 育て支援を

行うた 、基本と る理論と看護の実 について学 。 
 

 
の目  

 

1.次世代育成支援の理 と を理 し る。 
2. 性の 成 程について理 し る。 
3. ・ ・ 育て期の 家族の 理を理 し る。 
4. 後の のメン ルヘルスについて理 し る。 
5.家族 大する時期に を てて、 育て支援の在 を る。 

 
育成する  
 

理論 科学 に基 いて次世代育成に た看護の を し、次世代育成に る看
護を実 る を育成する。 

 
 
 
 
 
 
 計  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 

次世代育成支援とは１                              
次世代育成支援の え  次世代育成支援の法 と制度             （服部） 

 次世代育成支援とは  
次世代育成支援の歴史                            （服部） 

 
 

性１                                     
性の                                 （服部） 

 
 

性  
性の 成                                （服部） 

 
 

性  
性 成と看護                             （服部） 

 
 

役割１ 
役割とその 得 程                            （服部） 

 役割  
役割とその 得 程                            （服部） 

 期の 理 
・ ・ 育て期の 家族の 理                    （ ） 

 
 

のメン ルヘルス１ 
前の 理                                 （服部） 

10 
 

のメン ルヘルス  
期の 理                                 （ ） 

11 
 

のメン ルヘルス  
後の 理                                  （服部） 

12 
 

家族 大する時期の 育て支援を える１            
育て支援の え  の と制度                     （服部） 

13 
 

家族 大する時期の 育て支援を える           
臨床 の みの実際、 後ケアと 育て支援                 （ 田村）

14 
 

家族 大する時期の 育て支援を える        
臨床 の みの実際、 後ケアと 育て支援                 （ 田村）

15 
 

と                      
育て支援の在 を する                         （服部） 

テ スト 
  ・  

野 治他、 ロストー から み く 後の 期メン ルヘルス 、 山  
良 、 のメン ルヘルス・サ ート ン 、医 薬  

ケ山 、 性と 性の 間科学 、コロ  
その他、 文 を する。 

習・復習に
ついての  

 
時 する。 

 

の   

評価の 法（
評価の配

と評価の
） 

ート（100 ） 

その他 
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科目名 育成看護学特論Ⅲ（ プロ ティ ヘルス・ケア） 

当教  服部 、  

ス ― 学期 後期 学年 １年 

・時  ―  ― 態  

単位区分 選択 単位数 単位 

 
の  

 

性の プロ ティ ヘルスの を支える看護実 を るた 、 性行 、性
プロ ティ ヘルス上の 題と、それらの 題に するた の理論について学

び、 らに プロ ティ を えた 、 性と生 に する を支える看護に
ついて する。 

 
の目  

 

1. 性の プロ ティ ヘルス上の課題を理 し る。 
2. 計 から 性の プロ ティ ヘルス上の課題を み くこと る。 
3. プロ ティ を えた性と生 に する を支える看護について る。 

 
育成する  
 

性の プロ ティ ヘルス・ケア上の課題 のた の理論 看護について理 すること 、
性の プロ ティ ヘルス・ケアのた の専門 に する教育 を修得する。 

 

 
 
 
 
 
 
 計  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 

プロ ティ ヘルス  
 プロ ティ ヘルスの 、歴史 、 年の と課題          （服部） 

 プロ ティ ヘルスと 行  
プロ ティ ヘルス 上のた の 行 、理論と研究の        （服部） 

 
 

プロ ティ ヘルスと  
プロ ティ ヘルスに する 、 の理論、 支援  （服部） 

 
 

プロ ティ ヘルスに する 課題１ 
性の と 習                               （ ） 

 
 

プロ ティ ヘルスに する 課題  
と 行                              （ ） 

 
 

プロ ティ ヘルスに する 課題  
性行 と性                                （服部） 

 プロ ティ ヘルスに する 課題  
                                     （服部） 

 プロ ティ ヘルスに する 課題  
性 と 者支援                            （服部） 

 
 

プロ ティ ヘルスに する 課題  
ート                                   （服部） 

10 
 

計から プロ ティ ヘルス上の課題を み く。              
に する 口 態、 、 の 計から プロ ティ ヘルス上の課題を 

究する。                                  （服部） 

11 
 

計から プロ ティ ヘルス上の課題を み く。            
 性に する 口 態、 、 の 計から プロ ティ ヘルス上の課題を 

究する。                                  （ ） 

12 
 

プロ ティ ヘルス支援１ 
教育（学級 ）とカ ンセ ン                      （ ） 

13 
 

プロ ティ ヘルス支援  
ア・サ ートの基本（理論とス ル）、実                  （服部） 

14 
 

プロ ティ ヘルス支援  
ア・サ ートのコー ィ ート                        （服部） 

15 
 

と                                    
      （服部） 

テ スト 
  ・  

加 、 フ ンジ 看護 、医 薬  
、 10代の性行 と 本  そして S 教育の 、 ル  

本 教育 本性教育 、 者の性 、小学  
その他、 文 を する。 

習・復習に
ついての  

 
時 する。 

 

の   

評価の 法（
評価の配

と評価の
） 

ート（100 ） 

その他 
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科目名 育成看護学特論Ⅳ（家族支援） 

当教        服部 、 、山 み 

ス ― 学期 後期 学年 １年 

・時  ―  ― 態 
 

（ 部演習） 

単位区分 選択 単位数 単位 

 
の  

 

育成期の い看護実 を育成することを目 し、システ としての家族についての理 を 、
育成期の家族を支援するた の看護について する。そのた に、家族を理 するた の基本と
る理論 、   育成期の家族をケアするた の理論と 体 法について学

。 

 
の目  

 

1.家族を理 するた の理論を理 し る。  
2.家族アセスメントについて理 し る。  
3.家族支援の 体 法について理 し る。 

 
育成する  
 

家族支援 家族ケアの 体 法の理 に る家族 成 体 のケアを る ジメント
を修得する。 
 

 
 
 
 
 
 
 計  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 

家族とは     
家族 の 、家族の と 態の 、家族看護学とは              （  ） 

 家族の発達  
 家族 期論、発達する家族                            （  ） 

 
 

システ としての家族    
 家族システ 論、システ としての家族、家族システ の             （  ） 

 
 

家族アセスメント  
 モ ルの特 、家族看護 程                           （  ） 

 
 

家族アセスメントのモ ル１                            
カル ー家族アセスメント・ モ ル                     （  ） 

 
 

家族アセスメントのモ ル    
 家族生 モ ル                               （  ） 

 家族アセスメントのモ ル    
 家族看護 ン ーメントモ ル                         （  ） 

 家族 成と地域    
 地域 と家族、生 、地域の 、                  （服部） 

 
 

家族支援の実 １                                  
病を つ 家族 の実                             （ ） 

10 
 

家族支援の実                                
期に る家族 の支援                             （ ） 

11 
 

家族支援の実                             
合 の家族支援                              （ ） 

12 
 

家族看護と研究    
 家族看護にお る研究の特 、課題、                      （  ） 

13 
 

育成期の家族支援を する１                 
履修生の を く家族 の みの実際を家族看護の える      （服部） 

14 
 

育成期の家族支援を する                               
履修生の を く家族 の みの実際を家族看護の える      （服部） 

15 
 

と                            
               （服部） 

テ スト 
  ・  

 
山 み・ 、 家族看護学 、  
 

習・復習に
ついての  

 
時 する。 

 

の  。ただし、 13 、 14 は履修生の発表と 体 に て る。 

評価の 法（
評価の配

と評価の
） 

ート（100 ） 

その他 

 
 
 
 

2020.4.12 在 
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科目名 育成看護学特論演習 

当教  服部 、山口 、  

ス ― 学期 前期 学年 年 

・時  ―  ― 態 演習 

単位区分 選択 単位数 単位 

 
の  

 

性の プロ ティ ヘルス・ケア 育て支援、 の の支援 育成看護学に
するテー を選び、それらに して国 の論文を ティー し、国際 え ら、
選択した テー に する看護の 法を 究する。 

 

 
の目  

 

1.育成看護学に する課題を すこと る。 
2. 課題に して文 を ティー し に すること る。 
3. 課題に する看護の 法を 究すること る。 

 
育成する  
 

 
育成看護学分野にお る課題 課題に する看護の 法を科学 に る を育成する。 
 

 
 
 
 
 
 
 計  
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 

の に する看護 法の 究１ 
の に する論文を み 看護 法を 究する            （山口） 

 の に する看護 法の 究                        
の に する論文を み 看護 法を 究する           （山口） 

 
 

の に する看護 法の 究                        
の に する論文を み 看護 法を 究する           （山口） 

 
 

の に する看護 法の 究                        
の に する論文を み 看護 法を 究する           （山口） 

 
 

の に する看護 法の 究                        
の に する論文を み 看護 法を 究する           （山口） 

 
 

育て支援に する看護 法の 究１                         
育て支援に する論文を み 看護 法を 究する              （服部） 

 育て支援に する看護 法の 究                       
育て支援に する論文を み 看護 法を 究する              （服部） 

 育て支援に する看護 法の 究                            
育て支援に する論文を み 看護 法を 究する              （服部） 

 
 

育て支援に する看護 法の 究                              
育て支援に する論文を み 看護 法を 究する              （服部） 

10 
 

育て支援に する看護 法の 究                        
育て支援に する論文を み 看護 法を 究する              （服部） 

11 
 

性の プロ ティ ヘルス・ケアに する看護 法の 究１        
性の プロ ティ ヘルス・ケアに する論文を み 看護 法を 究する  （ ） 

12 
 

性の プロ ティ ヘルス・ケアに する看護 法の 究      
性の プロ ティ ヘルス・ケアに する論文を み 看護 法を 究する   （ ） 

13 
 

性の プロ ティ ヘルス・ケアに する看護 法の 究   
性の プロ ティ ヘルス・ケアに する論文を み 看護 法を 究する  （ ） 

14 
 

性の プロ ティ ヘルス・ケアに する看護 法の 究  
性の プロ ティ ヘルス・ケアに する論文を み 看護 法を 究する  （ ） 

15 
 

性の プロ ティ ヘルス・ケアに する看護 法の 究  
性の プロ ティ ヘルス・ケアに する論文を み 看護 法を 究する   （服部） 

テ スト 
  ・  

 
それぞれのテー に した研究論文 の文 を いる。 
 

習・復習に
ついての  

 
時 する。 

 

の  
 

行う。 
 

評価の 法（
評価の配

と評価の
） 

ート（100 ） 

その他 
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科目名 精神看護学特論Ⅰ（歴史・法制度） 

当教  川野 、  

ス ― 学期 前期 学年 1年 

・時  ―  ― 態  

単位区分 選択 単位数 単位 

 
の  

 

した看護実 者に必 精神 ・医療・ ・看護の制度と歴史について理 を る。ケア
を る の から た精神 ・医療・ ・看護サー スの制度と歴史から、 状を理 し、

として れて生 て らしてい ること る を する。 

 
の目  

 

1. 国( 国、 国)の精神医療・ 護の歴史と制度と 本の 在の制度と歴史を理 する。 
2.ケアを る の から、 本の精神医療の 状を理 する。 
3. カ ー、 ー ーションの 状と 後の を する。 

 
育成する  
 

精神 ・医療・ ・看護の制度と歴史について理 を した看護実 者のた の教育 を
修得する。 
 

 
 
   
 
 
 
 計  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 

本の精神医療の歴史 
国の精神医療の歴史を し、 在の精神医療の 状について する。 

       (川野) 

 本の精神 法の  
本の精神 法の について し、課題を する。       

       (川野) 

 
 

本の精神看護の歴史と精神を病む の  
本の精神看護の歴史を し、精神を病む の を の うに理 していたのか、そして 在

は の うに 護に ているのかについて をし、体験 を基に する。 
 (川野) 

 
 

国の精神 法 
国の精神 法について をし、地域精神医療と 院精神医療の実際を学習する。 

  (川野) 

 
 

国の精神医療の 性 
国 の うに 院 の精神医療から地域精神医療に して たのか、 者との共 と

は かを を基に する。                           (川野) 

 
 

国の地域精神医療の  
国の地域精神医療の実際を し、課題と について する。            (川野) 

 国の    の 地域精神医療の  
国の    時代と共に の うに して たのかを し、 後の 国の精神

制度とト ・ ンフ ー ケアについて する。             (川野) 

 ロー ルヘルス 
国( ア、 ル ー、ロシア、 国、 )の精神医療の歴史を し、 後の 本の

精神医療の在 について する。 ー ーションとは 
ー ーションの歴史、理 、 味を する。                (川野) 

 
 

本の精神医療の ー ーションの実際 
本の精神医療 ー ーションを実 している 、 について し、 ー

ーションの理 を する 体 法を理 する。             (川野、 ) 

10 
 

国の ー ーションの実際 
国と 国( )の精神医療 ー ーションを実 している 、 について

し、 ー ーションの理 を している 体 法を理 する。         (川野) 

11 
 

医療 法 
医療 法制 の と の実際を する。                             (川野) 

12 
 

国の精神 を する 者の治療と 本の医療 法病 の治療と看護  
国と 国( ) 実 している看護について し、 本の 状と する。 

                                                     (川野) 

13 
 

精神を病む からみた精神 にかか る の 状と課題 
の 状について し、 者 合支援法の と 看護をは とする の

状を、精神を病む の から た課題と について体験 を とに する。 
     ( ) 

14 
 

精神を病む とその家族の ー を たす地域精神医療サー スの制度の  
国の 在の地域精神医療サー ス している を し、 後必 制度 サー スにつ

いて する。                                                    
      ( ) 

15 
 

これからの 本の精神医療の制度 
精神を病む とその家族の ー を たす 本の精神医療の制度を する した精神看護実

者の役割と について する。             
             (川野、 ) 
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テ スト 
  ・  

C   C (2016)     2015 16     

川 、 しお 、野 、他(2014) 精神 者 の精神科ケア・ ジメント ー 及び ー に

お る精神看護専門看護師(CNS)の役割と評価、 本大学医学部 学科 、10 27-35 

法 、 生 (2014) 身 の状態 大 他 行 を行 た のの医療及び に する法 の

行の状 についての 果。 

. . . 2 985200002 0 - 2 9852000002 49.  

生 (2014) 期 院精神 者の地域移行に た 体 の 後の 性。 

. . 05-S -122010000-S - 000

051138.  

C. . S  . .  .C.   (1999)   N      

 C   

習・復習に
ついての  

( 前学習) 本及び 国と 国の精神医療サー スに する と法 に する を精
する。特に、 と法との について る。 

( 後学習) 回の学習 臨床の は の うに課題 るのかを と ておく。精神看護専門看
護師として倫理 課題に 、 の に の うに るかを と る。 

の  、 ィスカ ション 

評価の 法（
評価の配

と評価の
） 

課題 ート(100 ) 
本の精神医療・看護の実際をケアを る の からみた と を しているか

(30 )、 
した精神看護実 者 う 役割と について 及しているか(30 )、 

文 ・ を して く しているか(20 )、 
論 に 性 るか(10 )、 

を 分理 し すく しているか(10 )、の 評価する。 

その他 
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科目名 精神看護学特論Ⅱ（精神・身体状態の評価） 

当教  川野 、 、 川  

ス ― 学期 前期 学年 1年 

・時  ―  ― 態  

単位区分 選択 単位数 単位 

 
の  

 

した看護実 者に必 精神を病む の精神・身体状態の評価を学 ことからケアを る
の の体験を理 する。 精神・身体状態を理 すること 、 と身体の状態に しみ

合いをつ ている の 生 支援のた の評価 法を理 する。 

 
の目  

 

1.精神を病む の精神 ・身体 の評価 法を理 する。 
2.精神を病む 体験している生 上の を理 する評価 法を学 。 
3.精神を病む の 生 を支援する評価 法を学 。 

 
育成する  
 

 
精神・身体状態の評価について理 を した看護実 者のた の教育 を修得する。 

 
 
  
 
 
  
 計  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 

精神を病む の精神 ・身体 を評価する 味 
精神を病むということ その との身体 、精神 、 、そしてス ル に する
ことを理 する。そのた に、必 精神 と身体 をアセスメントする を する。 

、 、 格を評価する 法、 理テスト、行 特性を文 と体験 を基に す
る。                                       (川野) 

 S -5と C -10 
の と 基 を学習する。                         (川野) 

 
 

S -5と C -10 
ケース トを いて 精神状態を S -5と C -10を いて に 当する るいはし
いと した を する。                           (川野) 

 
 

合 の  
合 の ー ー について し、 S -5と C -10を いて 基 と 合し、  

する。                                      (川野) 

 
 

分  
ケースを いて 分 の について する。特に、 Ⅱ の について する。 

( 川) 

 
 

 
を基に、 S -5と C -10を いて 基 と 合し、 する。          (川野) 

  
ケースを いて、 の についてとス ー ン 査法について する。      

(川野) 

 性 評価 
を いて、 のケース トを評価し、 について する。      (川野) 

 
 

理 評価 
理テストの 、 を する。それの 度を いた研究論文を する。   

                                                   ( ) 

10 
 

身体 評価 
精神 を病む すい身体 ( 、 、 、 、代 、 、 つ、 、 )
の評価 法を理 する。                             ( ) 

11 
 

発達 評価・発達課題評価 
ンの 発達理論に基 いて、 年 と 理発達の について を いて評価

する。                                       ( ) 

12 
 

性・ 性 状評価 
S、 NSSを し、評価 法を を いて修得する。            (川野) 

13 
 

生 ・セルフケア 
の に基 いて、 生 ( 、 )の を理 する。特に 期 院精神病者

期 院生 を ている間に 得 か た、 るいは し いた に した 生
の評価を する。                                                      (川野) 

14 
 

カ ー評価・ 評価・ 院 性評価 
S、 について し、 の を し、臨床 、特に 理教育前後に評価する研究論文か

ら、臨床 の を する。  
評価に する国 の文 を し、臨床 の を する。 

院 性評価表(川野ら)を し、臨床 の 野 性を する。        (川野) 

15 
 

した精神看護実 者 行う 評価の臨床  
学習した 評価を した精神看護実 者 臨床 の と、 、 にス フ教育に
ついて する。                                    (川野、 ) 

テ スト 
  ・  

野 、 しお (2007) 精神看護ス シ ストに必 理論と技法、 本看護  
修、 しお (2010) 精神科看護の理論と実 した看護実 を して、 ー ル

ロカ  
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2 

、   (2005) C -10精神お び行 の 、医学 院 
本神 学 修、   (2014) S -5 精神 の分 と の

、医学 院 
田 (2014) 者に る精神科 域の 状評価 度  3 、 う 

(2013) 臨床 理アセスメントの基 、 カ シ  
加   (2016) 合 ス ト お び他の
精神病性  S -5セ ション 、医学 院   

直 、 . . ン (2011) ア ンティティと フサ ル、  
本神 精神薬理学 (2016) 合 薬 治療 ン、医学 院 
臨床精神医学 (2015) 精神科臨床評価 アル 2016年 、臨床精神科学 44

 
C. . S  . .  .C.   (1999)   N    

   C   
理 、 本 (2009) 精神 を する の カ ーに する文 ー、 本看護科学
、29(3) 85-91 

習・復習に
ついての  

（ 前学習）精神看護学 域に する学 論文 している精神 、身体 、 理 の評価 度に
ついて る。臨床 実際に している評価の を る。 

（ 後学習） 評価 法のうち、臨床に した 度 れ 、その 性と を と てお
く。 

の  
 

、 ィスカ ション、体験 の と と 、臨床 している 度の  
 

評価の 法（
評価の配

と評価の
） 

課題 ート(100 ) 
精神を病む は、 の うに医療者に 分の しみを か て らえるのか、又、本 、家族

いてい い しみ を つ て しいと えているか(40 )、そのた に して しいと
える う 度とは の う のか(30 )について、理 し すく する(30 )。 

その他 
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科目名 精神看護学特論Ⅲ（精神科治療技法） 

当教  川野 、 、 川  

ス ― 学期 前期 学年 1年 

・時  ―  ― 態  

単位区分 選択 単位数 単位 

 
の  

 

した看護実 者に必 精神を病む の治療 アプロー の技法を学 。治療を る
の の から、精神 治療・回復に必 治療 アプロー の技法の臨床 の の
性を学 。 

 
の目  

 

1.精神を病む 必 としている治療技法を理 する。 
2. と共 して する治療技法を理 する。 
3.精神看護専門看護師として精神科にお る治療 アプロー の技法の実 の 性を る。 

 
育成する  
 

 
精神科治療技法について理 を した看護実 者のた の教育 を修得する。 

 
 
 
 
 
  
 計  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 

精神を病む る治療技法 
精神を病む の から た、治療技法(治す技法、支える技法、 ている を る技法、 

生 を すくする技法、 ス ースに れる技法)ついて、体験 を基に 
し、それぞれの技法について文 を基に する。   

              (川野) 

 精神科薬 療法  精神病薬 
精神病薬の 果と に する 。特に、最 の 精神病薬の 性と 性について

する。 
                                    ( 川) 

 
 

精神科薬 療法 うつ薬、 薬 
うつ薬と 薬の 果と に する 。特に、 て か 薬 他の 精神病薬との

に する 果と 性について する。  
                     ( 川) 

 
 

精神科薬 療法 薬、 、その他の 精神薬 
薬、 に する 法と 性に する 。その他の 精神薬と、 国 課題

に ている治療 薬の について文 を基に する。  
           (川野) 

 
 

薬 療法の  
看護師 発 する 性 い精神科薬 療法の について、体験 を基に文 と合 て

する。  
(川野) 

 
 

薬 療法の  
精神を病む とその家族 いかに く に くこと るた の看護師の役割について
体験 と文 を基に する。 

    (川野) 

 治療技法(精神分 療法)  
精神分 精神療法とコフート 発した精神分 理学に る と についてそ
の技法、治療目 、 、 を教 し、臨床 の 法を する。 

                   ( ) 

 治療技法( 者 療法)  
精神療法の技法( 者 療法、 間 論 精神療法、)と、 、 について を

する。精神療法の文 と実 を基にその 性と について する。 
                                    (川野、 ) 

 
 

治療技法( 接) 
接の4つの 治療技法を学び、特に を す臨床 の について し

、ト ・ ンフ ー ケアとの共通性について する。                       (川野) 

10 
 

治療技法( 療法と行 療法) 
療法の技法( ティ の （コ 法 ABC法）、 の し、責任 の

直し、 得 表、 みの 、 表 の 、 状 の程度について 
スケール（ 度） 表 、 メージの え、 ーサル、 教 法、 法、

らしの 、直接 論 、 スケジ ールを する、 )、治療目 、 、 を教
し、文 と体験 から 性と を する。  

                                (川野) 

11 
 

治療技法( 行 療法)  
行 療法の技法( 表、 そらし法、 、アサーション・ト ー ン 、
法、ロールプ ン 、 )、治療目 、 、 を教 し、文 と体験 から 性と
を する。                                  (川野) 
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計  

12 
 

治療技法( 療法)  
療法の治療技法、治療目 、 、 を教 し、実 と文 から 法を する。 

(川野) 

13 
 

治療技法(家族療法)  
家族療法の 理論と技法(コ ケーション 家族療法、精神 家族療法、 家族療 
法、 世代 家族療法、 家族療法、 システ 論 家族療法)、治療目 、 、 

を教 し、文 と体験 から 性と を する。 
            (川野) 

14 
 

治療技法( 精神療法)  
精神療法の治療目 、技法、 成 、コ・セ ストとの 、 の発 、ルール

について教 し、文 と体験 から 性と を する。 精神療法を するセ ス
トの役割について する。 

                    (川野、 ) 

15 
 

した精神看護実 者 行う 治療技法の臨床  
した精神看護実 者 う治療 アプロー の技法を し、 の う 、 の う 技

を、 の う ー る 者に するのか、看護の 性と 、そして ー ー 加
の治療 アプロー の技法について する。                  

         (川野、 ) 

テ スト 
  ・  

野 、 しお (2007) 精神看護ス シ ストに必 理論と技法、 本看護  

修、 しお (2010) 精神科看護の理論と実 した看護実 を して、 ー ル ロカ  

(2014) 看護のた の 行 療法、  

、 奈 、 . ら (2016) カ ーを す 合 の 行 療法 ー

  の つう を すた の技法を学 、   

、 . . . (2007) サ コセ ストの 、  

加 (2005) 合 の と からN 、  

田 、 、田 、他 (2011) コ ケーション研究法、 カ シ  

本家族研究・家族療法学 (2013) 家族療法テ スト 、  

C. . S  . .  .C.   (1999)   N      

 C   

(2018) 基 から学 理療法、 カ シ  

習・復習に
ついての  

( 前学習) (2018) 基 から学 理療法、 カ シ を 前に しておく。 臨床
実 している精神科にお る治療 アプロー の技法を る うに を
と ておく。 

( 後学習) 本サ コセ ー学 、精神科 域 実 に している治療技法を する学
に 加して、治療技法の理 を る。 

の  、 ィスカ ション 

評価の 法（
評価の配

と評価の
） 

課題 ート(100 ) 
精神を病む とその家族 必 としている治療 アプロー の技法について(40 )、 した精神看
護実 者 身に る治療 アプロー の技法について(30 )、 専門家と技 を共 しそれぞれ
の役割の 行について(20 )、理 し く する(10 )。 

その他 
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科目名 精神看護学特論Ⅳ（精神看護理論、援助技法） 

当教  川野 、  

ス ― 学期 後期 学年 1年 

・時  ―  ― 態  

単位区分 選択 単位数 単位 

 
の  

 

した看護実 者に必 精神を病む の精神看護理論と援助技法を学 。精神を病む の
の から、 、 して治療・看護を 、 に に、そして して生 するた の
支援として、 度 実 者に必 看護理論と援助技法を学 。 

 
の目  

 

1.精神を病む 必 としている精神看護理論を理 する。 
2.精神を病む して回復に えるた の援助技法を学 。 
3.精神看護専門看護師として精神看護理論と援助技法との を理 し、 る。 

 
育成する  
 

精神看護学を支える看護理論と援助技法について理 を した看護実 者のた の教育 を修
得する。 

 
 
  
 
 
  
 計  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 

精神看護に る看護理論( 理論) 
フロー、ト ル ー、 口 の 理論 、実 の の理論に る

のか、その課題と 当性について文 と体験 を基に する。 発 の 、
医療者 する必 る課題を する。 

                   (川野) 

 精神看護に る看護理論( 理論)  
論の る いの時期 に必 援助技法の特  

                   (川野) 

 
 

精神看護に る看護理論( 理論)  
論の る の発 の時期 に必 援助技法の特  

                   (川野) 

 
 

精神看護に る看護理論( 理論)  
論の る の終 の時期― た との い の しの時期 に必

援助技法の特   
                  (川野) 

 
 

精神看護に る看護理論( ー ンケア ン )   
ジーン・ ト ンの ー ンケア ン 理論 、精神を病む と医療者との間 る

成の理論に るのか、その課題と 当性について文 と体験 を基に する。 
                         (川野、 ) 

 
 

精神看護に る看護理論( ー ンケア ン ) 援助技法   
ー ンケア ン の理論を、実際に精神を病む との いる技法を、体験 を基に

する。 
                         (川野、 ) 

 精神看護に る看護理論( ー スティ ーシン ) 
ジョセフィン・ ー ー ンとロ ・ ー の ー スティ ーシン の理論 

、精神を病む と医療者との間 の理論に るのか、その課題と 当性について文
と体験 を基に する。 

                          (川野) 

 精神看護に る看護理論( ー スティ ーシン ) 援助技法 
ー スティ ーシン の理論を、実際に精神を病む に する援助技法を、体験

から する。 
                         (川野) 

 
 

服薬 支援 
院 者と 院した 者 服薬を るた の と技 に する文 と体験 から、

れる看護師の役割について する。 
              (川野) 

10 
 

生 技 (SS ) 
SS の目 、 、 法、評価 法を する。実 したSS の体験 からその 果と課題を
する。                             

   (川野、 ) 

11 
 

理教育 
理教育の目 、 、 法、評価 法を する。実 した 理教育の体験 から、その 果

と課題を する。                                 (川野) 

12 
 

精神科 看護 
精神科 看護の目 、 法、病状 の 期発 、 、 、服薬 、 生 支
援 の 技 の特 性を し、文 と体験 から課題とケアの にと ての につ
いて する。                           (川野・ ストス ーカー) 
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 計  13 
 

院支援 
院支援の技法を文 と体験 を基に する。最 課題に ることは かを らかにし、その

た に 院 に る治療技 を 院支援の から する。 国 実 している アサ ー
ーの について、 本の精神医療 の課題について する。              (川野) 

14 
 

地域移行支援 
地域移行支援を実際に行 ているCNSを ストス ーカーに 、実 を して らい、課題
と精神看護専門看護師 る役割と について する。 

    (川野、 ストス ーカー) 

15 
 

した精神看護実 者 行う 援助技法と看護理論の 性 
看護理論と援助技法との を理 し、 る。   

 (川野、 ) 

テ スト 
  ・  

野 、 しお (2007) 精神看護ス シ ストに必 理論と技法、 本看護  

修、 しお (2010) 精神科看護の理論と実 した看護実 を して、 ー ル ロカ  

口 (2016) の精神科治療  2 、医学 院 

浦部 、 田 (2017) の治療薬 2017、 山  

園 修、 ( . . )(2008) ー ンの テーション・ アル、

 

生 (2014) 期 院精神 者の地域移行に た 体 の 後の 性。 

(2014) 看護のた の 行 療法、  

川野 (2017 年発 ) ト ンフ ー ケア、精神看護   

本神 精神薬理学 (2016) 合 薬 治療 ン、医学 院 

、 奈 、 . ら (2016) カ ーを す 合 の 行 療法 ー

   

の つう を すた の技法を学 、  

大 、加 大 (2015) 門、  

C.A. Shea, L.R. Pelletier, E.C. Poster, et al(1999):Advanced Practice Nursing in Psychiatric and Mental Health 
Care, Mosby N. Evans, B. Hannigan(2016):Therapeutic Skills for Mental Health Nurses, Open University 
Press 

習・復習に
ついての  

( 前学習) 臨床 実 している援助技法について と ておく。精神看護の理論を復習する。 

( 後学習) 臨床 実 している援助技法を精神看護の理論 する。 

の  、 ィスカ ション、実 、 、 ストス ーカー 

評価の 法（
評価の配

と評価の
） 

課題 ート(100 ) 
看護理論と援助技法の から、これ の実 を し文 を加えて、 分 最 大

にしている え (40 )と援助技法(40 )について、 性を て論 する(20 )。 

その他 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

令和2年度　奈良学園大学大学院　看護学研究科シラバス　―　36



 

27 

科目名 地域移行支援精神看護学特論 

当教  川野 、  

ス ― 学期 後期 学年 1年 

・時  ―  ― 態  

単位区分 選択（CNSを履修する ｽ） 単位数 単位 

 
の  

 

専門看護師として、主に1年以上 院している精神を病む に して、家族 、 、 在  
、 カ ーをアセスメントし、その して地域生 に移行 る看護を実 する を身

に る。 

 
の目  

 

1.地域移行支援の と支援。 
2. 期 院 者の 生 、 を理 し、支援する技 。 
3. 期 院 者の家族支援、地域の を理 し、 して支援する技 。 
4. 期 院 者の 在 発と カ ーを支援する技 。 
5.地域移行支援 ・地域 に する みと技法。 
6.地域移行支援を実 する時の他 専門家との 、コンサルテーションの技 。 

 
育成する  
 

 
本 国のケア ジメントモ ルを学び、ケアに する ジメント を修得する。 

 

 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 計  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 

地域移行支援の と支援 
1年以上の 期 院精神 者及び、 ・ 療 の精神 者に する支援。 

期 と アサ ー ーの 。                         (川野) 

 期 院 者 体験している 生 と 上の技  
生 と を るた に必 、直接ケア技 、間接ケア技 、SS について

文 と体験 から する。                                                (川野) 

 
 

期 院 者の 生 と 上の技  実  
の支度、 、 管理、 味、 の し 、 、 、 ン ー トの 、

の を るのに 技 と を実 から する。 た、実 を行う。  (川野) 

 
 

期 院 者の家族 ている支援、地域の の理  
ケア、 看護ステーション、 移行・ 支援、 生 支援 、家族 必 とし

ている支援お び地域 る について、文 、 、体験 から する。 
(川野、 ) 

 
 

期 院 者を支援する  
・医療・ ・看護の専門 と医療以 の専門 、 専門 期 院 者を支援しているこ

とを文 、体験 から し、それらの専門 ・ 専門 の 果 について する
。 専門家 共 する際の 、コンサルテーションに する 。  (川野、 ) 

 
 

期 院 者 えている 在 発 
題 ・課題に か 目を ずに、 体験を共にすること 理 る、 るいは発 して

に る 在 を 発する 法に して、文 と体験 から する。 
 (川野、 ) 

 期 院 者の カ ーを支援する技  (スト ン スモ ル、 カ ーに基 く 理教育) 
・ 病管理と カ ーの 理教育の 法についてテ ストから理 する。  

   (川野、 ) 

 期 院 者の カ ーを支援する技  (スト ン スモ ル、 カ ーに基 く 理教育) 
実  

・ 病管理と カ ーの実 を し、その成果と課題について する。(川野、 ) 

 
 

地域移行支援 病 の精神看護専門看護師の役割と  
地域移行 病 の 基 、 別計 、 に る支援、看護師 行う支援について  

、文 から学 。精神科 看護師との共 、 の役割期 について する。地域移行支援
を行う際に生 る倫理 課題を する役割について実 に基 する。      (川野) 

10 
 

地域移行支援 病 の精神看護専門看護師の役割と  実  
院 、 生 、 、 院後の医療 のた に実 する 理教育、 ア

サ ー ー、 の実 をCNSの ストス ーカーに して らい、精神専門看護師
の役割と に して理 を る。                             (川野、 ストス ーカー) 

11 
 

地域 の支援 C (包括 地域生 支援プロ ) 
国、 国、 本の C の実際とその課題について、 、実 の文 から し、 本
実 する上 の課題とその について する。                               (川野) 

12 
 

地域 の支援 C (包括 地域生 支援プロ ) 実  
C を実 している ストス ーカーから実 に必 、 成の技法、服薬を必 と  

い の支援技 、医療 たいと い を医療に 技 を学び、その特 性を理  
する。                                                         (川野、 ストス ーカー) 

13 
 

ケア ジメントモ ル 
国、 国、 本のケア ジメントモ ルの実際について、 、文 、体験 から  

し、 性と課題について する。                                                (川野) 
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 計  
 

14 
 

期 院 者 発、 院を する シスプ ン 
者と共に 成する シスプ ンとは か、 シスプ ンの 支援の 法について理

する。                                                                           (川野) 
 

15 
 

した精神看護実 者 、 期 院を ている 者とその家族の 、 え 、 ー を た
す技法の臨床 性についてこれ の学習 を 、 し、 分の えを にす
る。精神看護専門家看護師として必 、 、倫理 、教育、研究、コンサルテーションの役
割を する。                                         (川野、 ) 

テ スト 
  ・  

野 、 しお (2007) 精神看護ス シ ストに必 理論と技法、 本看護  
修、 しお (2010) 精神科看護の理論と実 した看護実 を して、 ー ル

ロカ  
川野 (2017) 精神看護 ー ー 、 本看護  

川 、 しお 、野 、他(2014) 精神 者 の精神科ケア・ ジメント ー 及び
ー にお る精神看護専門看護師(CNS)の役割と評価、 本大学医学部 学科 、10 27-35 

代、川野 、 、他(2015) 精神 い者 病院から地域 移行する いの理 、 ン
ー ショ ルN  C   14(1)  81-88   

田 (2009) ー ーション 理とは か と共生の 理の 、 代  
生 (2014) 期 院精神 者の地域移行に た 体 の 後の 性。 

. . 05-S -122010000-S -

000051138.  

(2017) 期 院精神 者の地域移行に た 体 。 
. . . 05-S -12301000- -S 0000052710.  

しお 、 山 、野 、他(2014) 院 を目 とした精神 者 の看護ケアの実
態、 本精神 看護学 、23(1)  70-80 

しお 、吉田 、 山良 、他(2015) 在宅療 移行支援(  C )にお る専門
看護師の 実態と評価、看護、67(7)  78-90 
園田 (2010) C とは か、吉 国際大学臨床 理研究 、7 、45-50 
川野 (2018) ト ンフ ー ケア、精神看護   
C. . S  . .  .C.   (1999)   N    

   C    

習・復習に
ついての  

（ 前学習）地域移行 病 に する法 と実 の を る。 者と家族、地域の
医療 サー スの からの体験 地域移行に ることを の うに たの
かという研究 を る。 

（ 後学習）地域移行 病 生 うる倫理 課題について と ておく。 

の  
 

、 ィスカ ション、実 、 ストス ーカー、  
 

評価の 法（
評価の配

と評価の
） 

課題 ート(100 ) 
期 院 者とその家族の課題と の る を評価する技 (30 )とその技 を実 する 法

(30 )に して、 の から(20 )から 性の る (20 )をする。 

その他 
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科目名 急性期精神看護学特論 

当教  川野 、  

ス ― 学期 後期 学年 1年 

・時  ―  ― 態  

単位区分 選択（CNSを履修する ｽ） 単位数 単位 

 
の  

 

専門看護師として、急性期の状態に る精神を病む に して、その と家族 して治療
られるアセスメントの と技 、そして 期に治療 られる支援、急性期の治療・看護を実
する を身に る。 

 
の目  

 

1.病 を発 した時期に精神を病む 体験している状態の理 と支援。 
2.精神を病む と家族 の 期 、支援。 
3.急性期に して治療を ること る技 。 
4. 者 家族の に して 性 を く時の 理 と の て直し。 

 
育成する  
 

 
急性期の精神看護学について理 を した看護実 者のた の実 と教育 を修得する。 

 
 
 
 
 
 
 計  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 

急性期の状態に る 者と家族に支援する精神看護専門看護師の役割 
急性期の状態の 者をアセスメントする技 、急性期の状態に る家族 の支援の技 、 専
門家の 技 、行 制 に る に配 した倫理 技 について、文 と体験
から する。 性 を いたと の ー の支援について体験 を基に する。 (川野) 

 急性期の状態に る 者と家族 体験していること、医療者に むことの理  
者と家族 体験していることを、研究論文、 者の 、 者の体験 の 、医療者の体験
を基に をする。                               (川野) 

 
 

期 の 国の 法と  
く 、精神病 治療期間( )、 者 の 期 の 国の 法( 国、 国、 ースト

ア、 )、 期発 ・ 期治療、 期 の 性について文 を行い、 をする。 
(川野、 ) 

 
 

本にお る 期 の実 ( 、 、 ) 
本 の 期 の実 者 るCNSを ストに 、実 の 法、 性と課題、倫理 課題、
に、 発 について い、文 を基に をする。      (川野、 ストス ーカー) 

 
 

急性期の状態に る 者と家族 して 院治療の を れられる地域 ・  
院に る の地域 の支援とその 、 に する文 と体験 から、 者と

家族 る専門看護師の役割と について する。地域医療を う他 との 、コ
ンサルテーションに して体験 を基に する。                       (川野) 

 
 

ト ンフ ー ケアの実  
特に、行 制 は ト 体験に すいの 、急性期病 、スー ー 急病 実 してい
るト ンフ ー ケアについて し、精神看護専門看護師 ー ーシ プを て倫
理 課題を し、ス フに教育し、臨床に する と 法と学 。             (川野) 

 急性期病 、スー ー 急病 の看護 
急性期 院精神看護 必 医療を する技 、生 を支援する技 、 を する技 、家
族 の支援に して、文 と実 から する。                (川野) 

 ・攻 に ら るを得 い 者の理 と支援(C ) 
者 ・攻 に ら るを得 い と 者 体験している病の状態を文 と実 か

ら理 し、 者と医療者 の と、 度、 ・攻 に ら いた の支援技 を学 。 
(川野) 

 
 

期に を 除する看護技  
は、最後の選択 の つ ること、 者と家族には を こす体験に 、

ト 体験に すいこと、を理 し、 の必 性、 除の目 、 時の看護師のケ
ア、 ー を たす支援、 時の 、 期の 除について文 と体験 を基に

する。                                    (川野) 

10 
 

期に を 除する看護技  
は、最後の選択 の つ ること、最 度の行 制 ること、そして に 者

と家族には を こす体験に 、 ト 体験に すいこと、を理 し、
の必 性、 除の目 、 時の看護師のケア、 ー を たす支援、 時の 、
期の 除について を基に する( )。                 (川野) 

11 
 

急性期の状態に る 者 の薬 療法と看護 
服薬を い 者に、 ず を すること、そして薬 師、精神科医と して服薬の
必 性を実 する支援、 の 期発 、家族 る支援について文 と体験 を
基に する。                                   (川野) 

12 
 

急性期の状態に る 者 の 専門家に る 理教育 
専門家 実 する急性期の状態に る 者 の 理教育プロ 、実 法、評価、他の

治療との 性について文 と体験 を基に する。                         (川野) 
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13 
 

急性期の状態に る 者の家族 の 専門家に る 理教育 
専門家 実 する急性期の状態に る 者の家族 の家族の ー に える 理教育プロ
、実 法、評価について文 と体験 を基に する。                 (川野) 

14 
 

急性期の状態に る 者の家族 の 専門家に る 理教育の実  
専門家 急性期の状態に る 者の家族 の家族の ー に える 理教育プロ の

実 を し、文 と体験 を基に する。                               (川野) 

15 
 

した精神看護実 者 、急性期の状態に る 者とその家族に支援する技法の臨床 性 
これ の学習から急性期の状態に る 者と家族 して治療を られ、 期に回復してい
く支援のた に、 看護師 専門家と して する、 した看護実 者の看護の
え と 、技 について する。                        (川野、 ) 

テ スト 
  ・  

野 、 しお (2007) 精神看護ス シ ストに必 理論と技法、 本看護  

修、 しお (2010) 精神科看護の理論と実 した看護実 を して、 ー ル ロカ  

間 、 . . . (2011) 精神病 期 、 本評論  

法 、 生 (2014) 身 の状態 大 他 行 を行 た のの医療及び に する法 の

行の状 についての 果。 

. . . 2 985200002 0 - 2 9852000002 49.  

、田 、 野 他(2011) 倫理 を基盤とした 制についての 査。 本看護倫理学 。3(1) 

、 宅 、 他(2013) 国の精神科病床を する にお る行 制 最小 の実態

に する 査 の在 と看護 の役割、 本精神科看護学 、56(2)  266-270 

野田 、 山直 、 宅 他(2013) 行 制 の国際  本フィン ン 精神科急性期医療にお る

・身体 研究から、精神科治療学、28(10) 1265-1271 

しお 、田 、 他(2014) 精神科看護実 実 にお る倫理 課題と 法の実態、 本

精神 看護学 、23(1)  112-131 

川野 (2018) ト ンフ ー ケア、精神看護   

大 、他(2012) スー ー 急病 院 者の家族 看護師に るケア、 本精神科 急学 、15  75-82 

本神 精神薬理学 (2016) 合 薬 治療 ン、医学 院 

臨床精神医学 (2015) 精神科臨床評価 アル 2016年 、臨床精神科学 44  

C. . S  . .  .C.   (1999)   N      

 C   

習・復習に
ついての  

（ 前学習）急性期精神看護、スー ー 急病 の看護に する を 査する。 者と家族の
からの体験 者と家族 の うに医療・看護を たのかという研究 を

る。 性 を く看護師 の支援に する文 を る。 
（ 後学習）精神看護専門看護師 実 している急性期の に する 、倫理 、コンサル 

テーション、研究、教育の実 を と ておく。 

の  
 

、 ィスカ ション、実 、 ストス ーカー、  
 

評価の 法（
評価の配

と評価の
） 

課題 ート(100 ) 
急性期の状態に る 者と家族 して医療を られる看護師の役割(40 )、ケア技 (30 )、

・地域 (20 )に して、論理 に (10 )する。 

その他 
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科目名 精神看護学演習Ⅰ（精神科治療技法） 

当教  川野 、  

ス ― 学期 前期 学年 1年 

・時  ―  ― 態 演習 

単位区分 選択 単位数 単位 

 
の  

 

した看護実 者に必 精神を病む とその家族 の治療 アプロー の技法を身に る。
治療を る の の から、 と した精神 治療・回復に必 度 治療
技法を修得する。 

 
の目  

 

1.精神を病む 必 としている治療 アプロー の技法を修得する。 
2. と共 して する治療 アプロー の技法を修得する。 
3.精神看護専門看護師としての実 の 性を る。 

 
育成する  
 

 
精神科技法について理 を した看護実 者のた の実 と教育 を修得する。 

 
 
 
 
 
 
 計  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 カ ンセ ン の基本技  1 
共 、 、 の を実 する 法を演習 身に る。 

(川野、 ) 

2 カ ンセ ン の基本技   2 
、 、 、 移の を、 を基に実 に理 する。 

(川野、 ) 

3 1 1の 期精神療法 期の技法 
者 最 したいことを に 題を し、 題 ら い程度に 者の精神状態、

身体状態、 状態を いか の技法を いてアセスメントし、 者の課題を
にして、 接者の を 者に え、 接者 る を 者に えて、セ ションの回数
( には6回から12回)と 度( には 2回)を え、 者の を して共に む

課題と治療の 度 回数を共 する技法について体験 を基にロールプ ン を実 し
て身に る。                                   

 (川野、 ) 

4 1 1の 期精神療法 期の技法 
5回から10回のセ ション 、 む課題について、回復の度合いを し、 者の を

、支 し、時には 接者 別の を する 、 接者の技法に た 体 援助技法を
して、回復に かう支援をする技法について体験 を基にロールプ ン 身に る。 

                                 (川野、 ) 

5 1 1の 期精神療法 終 期の技法 
課題 すること る前の回に、次回 終 することを え、最終回 は、 回のセ
ション 者は を学 だか、 を修得した、 後 課題 生 たと に の うに 回の
学習を するか、 接者に して たこと、 した 良いことを表 る うに を
すす 、 接者は、 回のセ ション 分 身 学習した 、 者に 後期 することを え
て、 を終 する技法について体験 を基にロールプ ン 身に る。 

       (川野、 ) 

6 行 療法 分の と行 、そして に くた の 技法 
そらし法、アサーション・ト ー ン 、 法をロールプ ン 実 し、 分の

と行 、 に く技法を身に る。  
                    (川野) 

7 行 療法  ー シート 
C法に る ー シートを いて 行 療法を実 する技法について体験 を基にロールプ

ン 身に る。   
                                            (川野) 

8 家族精神療法 プロ の  
した 者の家族( え 、 年期 急性期の状態 院した 者の家族、成 期の 分 (

うつ状態) 通院している 者と家族、 こ 年の 者と家族、成 期の発達 の
者と家族、 )を に実 する家族療法の治療目 、技法を にする。          

           (川野) 

9 家族精神療法 実 と評価  
した 者家族( え 、 年期 急性期の状態 院した 者の家族、成 期の 分 (うつ

状態) 通院している 者と家族、 こ 年の 者と家族、成 期の発達 の 者と
家族、 )を に にした治療目 、技法をロールプ ン 身に る。 

                                      (川野) 

10 精神療法 アプロー  実  スー ー ジョン  
実 した 期精神療法 アプロー を し、そこ している技法の 性と 、良い と

必 、 者にと て る技法か うか、についてスー ー ジョンを 、
果 者に フィ ト る技法を修得する。                  

    (川野、 ) 
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計  

 

11 精神療法 アプロー  実  スー ー ジョン  
実 した 期精神療法 アプロー を し、そこ している技法の 性と 、良い と

必 、 者にと て る技法か うか、についてスー ー ジョンを 、
果 者に フィ ト る技法を修得する。 

                  (川野、 ) 

12 精神療法 アプロー  実  スー ー ジョン  
実 した 期精神療法 アプロー を し、そこ している技法の 性と 、良い と

必 、 者にと て る技法か うか、についてスー ー ジョンを 、
果 者に フィ ト る技法を修得する。 

                  (川野、 ) 

13 精神療法 プロ の   
した ( え 、 期 院 合 者、 年期 急性期の状態 院した 者又はその

家族、 通院している精神 者又はその家族、 )を に実 する 療法の治療目 、
技法を にする。 

              (川野、 ) 

14 精神療法 実 と評価 
した ( え 、 期 院 合 者、 年期 急性期の状態 院した 者又はその

家族、 通院している精神 者又はその家族、 ) を に にした 療法の治療目
、技法をロールプ ン 身に る。  

              (川野、 ) 

15 した精神看護実 者 行う 援助技法の臨床  
した精神看護実 者 実 する治療 アプロー の技法を臨床 する際の課題を  

にする。 
 (川野、 ) 

テ スト 
  ・  

野 、 しお (2007) 精神看護ス シ ストに必 理論と技法、 本看護  

修、 しお (2010) 精神科看護の理論と実 した看護実 を して、 ー ル ロカ  

野 . . (2012) 精神 精神療法 基本テ スト 学  

(2014) 看護のた の 行 療法、  

本家族研究・家族療法学 (2013) 家族療法テ スト 、  

、 奈 、 . ら (2016) カ ーを す 合 の 行 療法 ー

  の つう を すた の技法を学 、   

、 . . . (2007) サ コセ ストの 、  

加 (2005) 合 の と からN 、  

田 、 、田 、他 (2011) コ ケーション研究法、 カ シ  

C. . S  . .  .C.   (1999)   N      

 C    

N.  . (2016)  S     N     

 
 
 

習・復習に
ついての  

( 前学習) N.  . (2016)  S     N   
 を 前に する。 精神看護学特論Ⅲの を復習しておく。 

( 後学習)  治療 アプロー の技法を臨床 実 したら、 性と について文 を して
と ておく。教育の れ 実 し、その時の課題と学習したこと 役 た
を と ておく。 分の臨床に必 治療 アプロー の技法を にしていく。 

の  
 

、演習、ロールプ ン 、プロ 成と発表、 、 フ ション、スー ー ション 
 

評価の 法（
評価の配

と評価の
） 

課題 ート(100 ) 
分の臨床に最 る治療 アプロー の技法を し、その技法、目 、 、 法、
を にする。実 治療 アプロー の技法か(40 )、 者と家族の から して

られる治療 アプロー の技法か(40 )、論 しているか(20 )という 評価する。 

その他 
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科目名 精神看護学演習Ⅱ（精神看護理論、援助技法） 

当教  川野 、  

ス ― 学期 後期 学年 1年 

・時  ―  ― 態 演習 

単位区分 選択 単位数 単位 

 
の  

 

精神看護理論に支えられた した精神看護実 者に必 精神を病む とその家族 の 援助
技法を身につ る。精神を病む の の から、 、 して治療・看護を 、 に

に、そして して生 するた の支援として、 度 精神看護実 者に必 援助技法を修得す
る。 

 
の目  

 

1.精神看護理論に基 く精神を病む して回復に かえるた の 度 援助技法を修得
する。 
2. 者と家族 して られる 度 援助技法を修得する。 
3.精神看護専門看護師としての実 の 性を る。 

 
育成する  
 

精神看護学の実 を支える精神看護理論と援助技法について理 を した看護実 者のた の
実 と教育 を修得する。 

 
 
 
 
 
 
 計  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 

論に基 く援助技法 
論の発 に た援助技法の実際についてロールプ ン を いて修得する。 

(川野、 ) 

 ー ンケア ン と援助技法 
ジーン・ ト ンの ー ンケア ン の理論に基 く援助技法の実際を、演習を通して身につ

る。 
 (川野) 

 
 

ー スティ ーシン の理論と援助技法 
ー スティ ーシン の実 主 の理論に基 く援助技法の実際を、演習を通して身につ

る。 
 (川野) 

 
 

精神を病む して薬 療法を られるた の支援 服薬教 、服薬支援 
文 を し、体験 を含 て をし、 及び又は の服薬 教 るいは服薬
支援プロ を する。                        

  (川野) 

 精神を病む して薬 療法を られるた の支援 服薬教 、服薬支援 ロールプ ン
 

したプロ を実 し、実行した技法とそのプロ の に して、学生、教 と共に
良い と すること 必 を して、 良いプロ を し す 技法を
にする。プ ンテーションと 。                                  

 (川野) 

 ト ・ ンフ ー ケアの臨床 の ―  
臨床 実 ト ・ ンフ ー ケアを する。 

者との共 の 性を する。             
     (川野) 

 
 

ト ・ ンフ ー ケアの臨床 の ―  
したト ・ ンフ ー ケアの の実 するた に必 を する。 に

か るとしたら、 この に、 の うに か るか、 者 家族に か るとしたら、
の うに し、 加して らうかを する。                    

           (川野) 

 
 

生 技 (SS ) プロ の  
した( え 、 期 院 合 者、急性期の 年期の 者、地域 らす慢性期精神

者、 ) に するSS の 法、技法、 、ルール、 ー ーシ プ、コ・ ー ーの役
割を えたプロ を 成する。                            
(川野) 

 
 

生 技 (SS ) 実 と評価 
成したプロ ロールプ ン を、役割を えて実 し、実行した技法とそのプロ

の に して、学生、教 と共に良い と すること 必 を して、 良いプロ
を し、 す 技法を にする。 

                 (川野) 

10 者 の 理教育 プロ の  
した ( え 、 期 院 合 者、急性期の 年期の 者、地域 らす慢性期精

神 者、 )に する 理教育のプロ を する。 
           (川野) 

 

11 者 の 理教育 実 と評価 
成したプロ ロールプ ン を実 し、実行した技法とそのプロ の に して

、学生、教 と共に良い と すること 必 を して、 良いプロ を し、
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す 技法を にする。  
                        (川野) 

12 
 

精神を病む 者の家族 の 理教育 プロ の  
した家族( え 、急性期の 合 の家族、 期 院の精神 者の家族、 発の 年期

の 者の家族、 者 家 行 るた に 院をた らう家族、 )を に、 理教
育の 法、技法、 、ルール、 ー ーシ プ、コ・ ー ーの役割を えたプロ を 成
する。    

                           (川野) 

13 
 

家族 の 理教育 実 と評価 
成したプロ ロールプ ン を実 し、実行した技法とそのプロ の に して

、学生、教 と共に良い と すること 必 を して、 良いプロ を し、
す 技法を にする。   

                         (川野) 

14 
 

精神科 看護 
者と家族 して られる、精神科 必 看護の援助技法を 理し、 前から

時、 後の援助技法を 体 に計 する。   
                       (川野、 ストス ーカー) 

15 
 

した精神看護実 者 行う 治療 アプロー の技法の臨床  
した精神看護実 者 実 する治療 アプロー の技法を臨床 する際の課題を

にする。 
 (川野、 ) 

テ スト 
  ・  

野 、 しお (2007) 精神看護ス シ ストに必 理論と技法、 本看護  

修、 しお (2010) 精神科看護の理論と実 した看護実 を して、 ー ル ロカ  

園 修、 ( . . )(2008) ー ンの テーション・ アル、

 

C. . S  . .  .C.   (1999)   N      

 C   

田 ( . )(1973) 間 の看護論―精神 学 看護の 、医学 院 
川 、川野 ( .  )(1983) ー スティ ーシン 、医学 院 

川野 、 川 ( . )(2003) ト ン21世 の看護論 ストモ ン看護と ストモ ンを え

て 、医学 院 

大 、加 大 (2015):IMR 門、IMR 

 
 
 

習・復習に
ついての  

( 前学習) 精神看護学特論Ⅳの を復習しておくことと 臨床 実 した援助技法の
課題だ たかを ート1 程度に と ておく。 

( 後学習) 修得した援助技法を臨床に したら、文 を して課題と を と ておく。ス
フに教育をする れ 、その時の教育の技 を と る。 

の  演習、 、プロ の発表、 フ ション、ロールプ ン 、スー ー ジョン 

評価の 法（
評価の配

と評価の
） 

課題 ート(100 ) 
分の臨床に最 る援助技法を し、その技法、 法、ルール、 ー ーシ プ、

を にする。実 か(30 )、精神看護の理論と 合性 るか(30 )、 者と家族の
から して られるプロ か(30 )、分か すいプロ の か(10 )という 評
価する。 

その他  
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科目名 精神看護学実習 アセスメント 

当教  川野 、  

ス ― 学期 前期 学年 1年 

・時  ―  ― 態 実習 

単位区分 選択（CNSを履修する ｽ） 単位数 単位 

 
の  

 

精神を病む とその家族の精神状態、身体状態、 生 、 院 性、 ーシ ルサ ート

のアセスメントを行い、それらアセスメントを 合し、精神看護専門看護師として看護計 を

し、支援の実 を修得する。 

 
の目  

 

1.精神を病む を精神 、身体状態、 生 、 院 性、 ーシ ルサ ート の か

ら 合 にアセスメント る。 

2. 合 アセスメントから、 者の課題を特 し、 ている と合 て 者の 期目 、 期

目 を し、看護計 を 者と共に計 し、実 る。 

3. ケースカンフ ンス 家族との 、精神を病む とその家族の 在の状態を 合 にアセ

スメントし、他 専門家（精神科医・臨床 理士・ 療法士・ 士・薬 師 ）と共

に支援計 を し、実 る。 

 
育成する  
 

精神を病む とその家族の包括 アセスメントを実 して した看護実 者のた の実 と教
育 を る。 

 
 
 
 
 
 
 計  
 
 
 
 

1 

2 

3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 

実習病院 ート ン し  

実習期間 7 25 から 9 15 の間の 2 間 

実習  

題を えた精神を病む を 1 名 いし 2 名 ち、精神状態、身体状態、 生 、

院 性、 ーシ ルサ ート の から 合 にアセスメントを行う。 
合 アセスメントから、 者の課題を特 し、 ている と合 て 者の 期目 、

期目 を し、看護計 を 者と共に計 し、実 する。 
他 専門家からの ケースカンフ ンス を通 て、精神 状 フィジカルアセスメ

ントを行う。 
ケースカンフ ンス 家族との を通 て、家族の に する理 家族 を

アセスメントし、家族を ン ーメントする看護計 を他 専門家と共に し、実 する。 
１ 目 ち 者・家族のアセスメントを実 し、看護計 を する。その後、計 を実

し、評価、 アセスメントを行う。 
カンフ ンス 

実習病院の精神看護専門看護師と 当教 から 期 スー ー を る。 

アセスメントの 法、 度の 、アセスメント 果の のスー ー を る。 

看護計 の 、実 、評価についてスー ー を る。 

テ スト 
  ・  

、   (2005) C -10精神お び行 の 、医学 院 

本神 学 修、   (2014) S -5 精神 の分 と の 、医学

院 

田 (2014) 者に る精神科 域の 状評価 度  3 、 う 

(2013) 臨床 理アセスメントの基 、 カ シ  

本神 精神薬理学 (2016) 合 薬 治療 ン、医学 院 

臨床精神医学 (2015) 精神科臨床評価 アル 2016 年 、臨床精神科学 44  

習・復習に
ついての  

( 前学習)精神看護学特論Ⅱの を復習しておく。臨床 いているアセスメントを 理する。 
( 後学習)学習した を臨床に る 性を する。 

の  
 
実習。精神看護専門看護師と教 から 期 スー ー を る。 
 

評価の 法（
評価の配

と評価の
） 

スー ー をする精神看護専門看護師の にして実 と実習 ート 評価 
（100 ） 

その他 
 
 
 

2020.3.5 在 
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科目名 精神看護専門看護師役割実習 

当教  川野 、  

ス ― 学期 後期 学年 1年 

・時  ―  ― 態 実習 

単位区分 選択（CNSを履修する ｽ） 単位数 単位 

 
の  

 

精神看護専門看護師として、精神を病む とその家族・ 護者 の支援を行うに当た 、 、看護

管理者 期 する役割の理 を る。精神看護専門看護師 している技法とその技法を いる

を理 し、役割に て い分 る 度 臨床 を学 。 

 
の目  

 

1. の 精神看護専門看護師 果たす直接ケア、コンサルテーション、 、倫理 、教育、

研究の つの役割と の を理 する。 

2.精神看護専門看護師の 度 臨床 と技法を学び、実際に看護実 を行い、 の課題を に

る。 

3.医療 ー 他 と 、 ・ ・教育 の役割を実 すること る。 

4.倫理 題に して、倫理 る。 

 
育成する  
 

精神看護専門看護師 う6つの役割について理 を した看護実 者のた の実 と教育
を修得する。 

 
 
 
 
 
 
 計  
 
 
 
 

1 

2 

3 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 

実習病院 ート ン し 、 病院、 医科大学 代医療セン ー 

実習期間 1 から 3 の間の 2 間 

実習  

前に教 及び精神看護専門看護師の を て実習計 を する。 

の ンテーションを 、実習病 の 者の生 支援とケア実 についての を

る。 

精神看護専門看護師の の と、精神看護専門看護師の と役割（直接ケア、コンサル 

テーション、 、倫理 、教育、研究）について、 カンフ ンス

の 学、 を通 て学習する。 た、他 との について、理 を る。 

精神看護専門看護師の臨床 と技法を 当教 と精神看護専門看護師のスー ー を

て 味 る。 

カンフ ンス・スー ー  

、精神看護専門看護師、 教 からスー ー を る。 

１・ 目終 時にカンフ ンスを 、助 を ら、実習を る。 

テ スト 
  ・  

野 、 しお (2007) 精神看護ス シ ストに必 理論と技法、 本看護  

修、 しお (2010) 精神科看護の理論と実 した看護実 を して、 ー ル ロカ  

しお 、田 、 他(2014) 精神科看護実 にお る倫理 課題と 法の実態、 本精神

看護学 、23(1)  112-131 

野 (2004) ン精神看護 者ケアと ースの支援のた に、医 薬  

田 、山 、山田 、他(2012) 大学病院にお る専門 域の る CNS の に する研究、 村

看護教育 看護研究 、19  69-80 

(2014) ン 身体とここ をつ かか 、 林 林 

習・復習に
ついての  

( 前学習)精神看護専門看護師の役割と 、そして に する文 を る。精神看護専門看護
師に直接 を る を に る。 

( 後学習)学習した6つの役割を臨床の 実 し、その体験を と る。 

の  
 
実習。精神看護専門看護師と教 から 期 スー ー を る。 
 

評価の 法（
評価の配

と評価の
） 

スー ー をする精神看護専門看護師の にして実 と実習 ート 評価 
（100 ） 

その他 
 
 

2020.3.5 在 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和2年度　奈良学園大学大学院　看護学研究科シラバス　―　46



 

33 

科目名 直接ケア実習 

当教  川野 、  

ス ― 学期 後期から前期 学年 1年 2年 

・時  ―  ― 態 実習 

単位区分 選択（CNSを履修する ｽ） 単位数 単位 

 
の  

 

精神を病む 及び 又はその家族を 合 にアセスメントし、その 果 に必 治療 法を選択

し、実 し、評価することを学 。 

 

 
の目  

 

1.精神を病む の精神状態、身体 、 を 合 にアセスメントして、精神を病む 必 と

しているセ ーを実 し、その 果を評価する。 

2.精神を病む の家族 必 としているセ ーを実 し、その 果を評価する。 

 
育成する  
 

精神を病む とその家族 の治療技法を実 して した看護実 者のた の実 と教育 を
る。 

 
 
 
 
 
 
 計  
 
 
 
 

1 

2 

3 

4 

 

 

 

 

 

5 

実習病院 ート ン し 、 病院、 と精神医療セン ー 
実習期間 3 1 から 9 15 の間の 4 間（180 時間） 

者又は家族 数名(セ ーに て 者数を る。) 
学習   
精神を病む の精神状態、身体 、 を 合 にアセスメントする。 

の必 性に て精神療法、 精神療法、家族療法 から 果 と る治療技法

を選 。 
選択したセ ーについて 者及び 又は家族に分か すく して を得る。 
実 したセ ーの 果を評価する。 

実習 法 
実習前に 当教 と精神看護学演習Ⅰ・Ⅱのセ ーの学習修得を する。 
実習前に 当教 から実 するセ ーのスー ー を る。 
セ ーを実 する前に精神看護専門看護師のスー ー を る。 

のアセスメントの 果を精神看護専門看護師と教 からスー ー を る。 
必 としているセ ーを精神看護専門看護師と教 からスー ー を て選択

する。 
選択したセ ーについて 者及び 又は家族の を得る。 
精神看護専門看護師と共 してセ ーを実 する。 
評価 度及び実 を いて治療の 果を する。 
セ ーを実 する際には、 時、 当教 と精神看護専門看護師のスー ー を る。 

テ スト 
  ・  

園 修、 ( . . )(2008) ー ンの テーション・ アル、 

 

野 (  . )(2012) 精神 精神療法 基本テ スト 学  

(2014) 看護のた の 行 療法、  

しお 、 山 、野 、他(2014) 院 を目 とした精神 者 の看護ケアの実態、 本精

神 看護学 、23(1)  70-80 

、 . . . (2007) サ コセ ストの 、  

加 (2005) 合 の と から N 、  

田 、 、田 、他 (2011) コ ケーション研究法、 カ シ   

N.  . (2016)  S     N     

習・復習に
ついての  

( 前学習)精神看護学演習Ⅰ・Ⅱの技 を復習する。精神看護学特論Ⅲの を復習しておく。これ
に実 したセ ーの体験を 理する。 

( 後学習)学習した治療技法の臨床 の を する。 

の  
 
実習。精神看護専門看護師と教 から 期 スー ー を る。 
 

評価の 法（
評価の配

と評価の
） 

スー ー をする精神看護専門看護師の にして実 と実習 ート 評価 
（100 ） 

その他 
 
 

2020.3.5 在 
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科目名 上級直接ケア実習 

当教  川野 、  

ス ― 学期 通期 学年 2年 

・時  ―  ― 態 実習 

単位区分 選択（CNSを履修する ｽ） 単位数 単位 

 
の  

 

サ ス シ ティに て、 精神の課題を えている とその家族・ 護者に

して、看護を するのに必 精神看護専門看護師の臨床 と治療技法を修得する。 

 

 
の目  

 

選択したサ ス シ ティに て、 者とその家族・ 護者に必 支援を看護師、他 専門

家、地域の のス フと してアセスメントし、 し、評価する。 

 
育成する  
 

選択したサ ス シ ティの 者とその家族の 課題に する看護を実 して
した看護実 者のた の実 と教育 を る。 

 

 
 
 
 
 
 
 計  
 
 
 

１ 

 

 

 

2 

3 

 

4 

 

 

5 

実習病院 急性期精神看護をサ ス シ ティに選択した学生は、 ート ン し 又は

病院の急性期病 、 松 病院又はスー ー 急病 。 

地域移行支援精神看護学をサ ス シ ティに選択した学生は、 病院の地域

移行支援 病 。 

実習期間 4 から 9 15 の間に して 2 間実習する。 

者 

を 2 つ。 

実習  

者とその家族・ 護者 精神を病むことに て ている支援を、 者を含 てアセスメ

ントする。ケア計 を し、精神看護専門看護師 行う を実行し、 者と共に評価する。 

実習 法 

当教 のスー ー を て実習計 を する。 

実習病院の精神看護専門看護師の を て実 する。 

時、 当教 と精神看護専門看護師のスー ー を る。 

テ スト 
  ・  

修、 しお (2010) 精神科看護の理論と実 した看護実 を して、 ー ル ロカ  

、   (2005) C -10 精神お び行 の 、医学 院 

本神 学 修、   (2014) S -5 精神 の分 と の 、医学

院 

生 (2014) 期 院精神 者の地域移行に た 体 の 後の 性。 

. . 05-S -122010000-S - 000

051138.  

野田 、 山直 、 宅 他(2013) 行 制 の国際  本フィン ン 精神科急性期医療にお る

・身体 研究から、精神科治療学、28(10) 1265-1271 

野 (  . )(2012) 精神 精神療法 基本テ スト 学  

臨床精神医学 (2015) 精神科臨床評価 アル 2016 年 、臨床精神科学 44  

、 . . . (2007) サ コセ ストの 、  

加 (2005) 合 の と から N 、  

習・復習に
ついての  

( 前学習)精神看護学特論Ⅲの を復習しておく。サ ス シ ティに て地域移行支援精神
看護学特論又は急性期精神看護学特論の を復習しておく。 

( 後学習)臨床の 学習した と技 を する。その体験を と ておく。 

の  実習。精神看護専門看護師と教 から 期 スー ー を る。 

評価の 法（
評価の配

と評価の
） 

スー ー をする精神看護専門看護師の にして実 と実習 ート 評価 
（100 ） 

その他 
 
 

2020.3.5 在 
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科目名 特別研究 

当教  
守本と 、辻下守 、服部 、𠮷村 世、 、 、 田 、 川 、 

、松浦 、 、小林  

ス ― 学期 通期 学年 １ 年 

・時  ―  （ 教 に ） 態 演習 

単位区分 選択必修 単位数 単位 

 
   

 

精神看護学分野 在宅看護学分野 育成看護学分野 の 分野にかか 、学生 成した研究
計 を基に 体 研究 と 、論文を 成 るた の を行う。 
 

 
の目  

 

1.研究計 の 成に する基本 を る。 
2.専門看護 域の発 専門 ・技 の 上をはかるた に、科学 論理 に基 いた

研究 を行える。 
3.研究を するに た か 倫理 に られた研究 態度を身に ること る。 

 
育成する  
 

研究の 行に う研究 者は 研究フィール にお る する との ジメント を修得
する。 
 

 
 
 
 
 
 

計  
  及び 
  テー  

1 回 30 回 
１ 在宅医療看護分野、育成看護学分野、精神看護学分野を く状 について 文 を と

プ ンテーションを行い、研究 に む 課題を する。 
 課題に した国 の研究論文を ティー する。 

課題に する研究状 を らかにし、研究 に む 課題を精選する。 
31 回 60 回 
 １ 課題に する研究計 の 成 
 研究倫理 の審査 の 成 
61 回 90 回 
 １ 研究 者、 との  
 ー ・ 理、分  
91 回 120 回 
 論文 成 
 
（守本と ） 

在宅療 者とその家族の 上と を した看護実 について、最 の研究成果を文

ーする。そして、 後の在宅療 者とその家族 の看護実 の在 と課題 のた の を 究

するた の研究 を行う。 

 

（辻下守 ） 

者の 習 成のた の行 と 者の 護者を とした 護技 を目 とした行

分 学 アプロー とその 果に して研究計 から研究の実 、そして論文 成 を する。 

 
（服部 ） 

育て 期から 期、 育て期 の に する看護 次世代育成 の支援に する
分野において、 ら課題を発 し、研究テー を して研究に み修士論文に と る の
プロセスを する。 
 
（𠮷村 世） 

者ケア及び 者の看護の ティ ・アプロー を 上 、 理 支援 法 の 
研究、科学 研究 法の習得、論文 成の を行う。 
 
（ ） 31.4  

ロー ル ーシティ を ー ー として 期に 本 生 をして た在 国 の
の課題 護支援 在宅看護に する国際 上国にお る 護に する家族の

の研究テー を う。 にお る 査に する研究倫理 について する。 
 
（ ） 2.4.1  

看護師には専門分野に らず ・ 性・ の られてい す。 
分野の の課題 の 看護師の 育成 臨床にお る 教育の から を行

い す。 
 
（ 川  ） 2.4.1  
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計  

  及び 
  テー  

 
（ 田 ） 2.4.1  
慢性 者のアセスメント、 看護支援 に して研究計 の 、研究計 の 成、研究

行、研究 の 成 の研究 を行う。 
 
（ ） .7.1  
急 する慢性 、 性 を する の回復支援としての 療法と生 支援に

する分野において研究テー を し、 の研究プロセスと研究発表の 法、 らびに論文 成
を する。 
 
（松浦 ） 
成 看護学 域急性期（ ティカル）分野において、特に 後 に する研究課題を に、

研究と 研究の スメ るテ スト ン 法を いて修士論文を 成するた
の研究 を行う。 

 
（ ） 

しい生 を み育てる とその家族 、 フステージに る 性とその家族の 課題・
題に する研究課題について、修士論文の 成に る の研究プロセスを する。 
 
（小林 ） 2.4.1 （科目 .9 ） 

看護師を含む看護師の ティカルシン ン 、看護実 に するテー について、研
究課題の 研究 法の 研究を と るに た 必 を行う。 
 

テ スト 
  ・  

 
特に し い。 
 

習・復習に
ついての  

 
看護 の課題について 題 を て学 を つ。 
 

の  
 

別 と学生と教 のプ ンテーション 
 

評価の 法（
評価の配

と評価の
） 

文 ー（20 ）研究 法の 当性（20 ）論文の 成度（60 ） 

その他 
 
 
 

2020.4.1 在 
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科目名 課題研究 

当教  川野 、  

ス ― 学期 通期 学年 年 

・時  ―  ― 態 演習 

単位区分 選択必修（CNS必修） 単位数 単位 

 
の  

 

精神看護学実習 得した精神看護専門看護師の技法について、理論 、 文 から ティ
ー し、実 を し た 技法 発、 性の 又は理論 発を行い、課題研究の論文を
成するた の研究 を行う。 

 
の目  

 

1.学習 の から、精神看護専門看護師の実 の 生 る課題を する。 

2.研究テー に しい を得て、修士課程修 に 当する課題研究論文をとして と る。 

 
育成する  
 

研究の 行に う研究 者は 研究フィール にお る する との ジメント を修得
し、研究 の みを通して臨床 の看護実 に必 課題 究 に する教育 を修得する。 

 
 
 
 
 
 

計  
 及び 
 テー  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 回 15 回  テー の  

精神看護学実習の実 体験した 者及び家族の状態に た看護支援 法及び 度

看護技 、看護師の 理 に基 く実 いた看護援助を行う際の 発

、 者及び家族と看護師との 性に する 、 に して 度 看護技

と を えた精神看護師に必 、技法、 に してこれ の実習 とス

ー ー ジョンの を 、課題研究に しいテー を する。学生 士

のプ ンテーションを行い、テー の生成に をえる。 

16 回 20 回 文  

テー に する、国 の文 を し、テー との と を にする文

を行う。 

21 回 30 回 課題に する研究計 の 成、 。研究倫理 の審査 の 成。 

31 回 40 回 テー に する実 の を文 と らし合 て えを る。 

41 回 60 回 論文 成 課題研究論文を論文の に て する。 

 

研究テー の  実 の 生 る課題を する。 

文       テー に する文 を看護学、精神医学、 理学、 学、薬学 から 

する。必 れ の文 を する。 

             当教 、学生 士 してテー を る。 

倫理        研究計 を倫理 に して を得る。 

助              修士論文としての を るた に、 当教 、精神看護専門看護師、学生と

期 に する。 

研究          当教 から 期 に を る。 に時間の をする。 

 

（川野 ） 
急性期精神 者とその家族又は地域移行支援 病 に 院 の 期 院精神 者とその家
族に して、 数回実 した らのケア技 を、文 を して臨床 について論文
として と る。プ ティスを ンスにする。 
 
（ ） 
看護の臨床のカ ンセ ン 法 技 に する研究課題を して、論文を 成するた の を
行う。 
 

テ スト 
  ・  

 
特に し い。 
 

習・復習に
ついての  

これ の実習 を る。 分の課題を する文 を ら る。 
 

の  別 と学生と教 のプ ンテーション 

評価の 法（
評価の配

と評価の
） 

課題研究論文（ サー ー ー）を て修士論文の評価基 と に て評価（100 ） 

その他  
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